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巻 頭 言 

校 長  有元 茂 

 岡山県北美作地方の主邑津山は、中国山地南麓に点在する山間の盆地としては最大規模を誇り、

古代以来日本有数のたたら製鉄や薪炭、農産物の集散地として栄えた歴史を持つ。江戸時代にな

って、津山藩が置かれてからは最盛期を迎え、１８世紀以後は津山藩医の家系・人脈を中心に洋

学の地として全国にその名を知られるようになった。とりわけ、宇田川三代から箕作家に至る津

山洋学の系譜は近世日本の黎明期を担う傑物を輩出し、今日も津山洋学資料館にその偉容を偲ぶ

ことができる。 

 明治期になっても、津山洋学の系譜は自然科学を中心に脈々と続いた。今でも山間の小都市に

は不似合いなほど病院の多い町としてその名残をとどめている。しかしながら、高度成長期以後、

近代的な産業構造への転換に失敗し、時代の波に大きく後れを取ることになる。 

 津山洋学の伝統の地からもう一度復活ののろしを上げて欲しい。こんな地元の要望を受けて、

平成７年に県下初の理数科が本校に設置された。発足当初は輝かしい成果を上げたものの、その

後次第に草創期の活気が失われていった。 

 発足当初の理数科の輝きを取り戻し、新しい時代にあった特色ある理数教育を取り戻したい。

こんな思いから本校の SSH 事業が本年度からスタートした。事業のスタートまで、本校 SSH 事

業の特色をどこに置くか３年越しで議論を深めていった。１０数年にわたる理数科教育の成果と

限界を踏まえて、思い切った特色を出したいと考えた結果、科学部の育成に最先端の取り組みを

結集させる構想を得た。これにより、課外の活動を充実させ、休日や放課後を利用した長時間の

取り組みが可能になった。詳細はこの冊子の本編に譲るが、１年目にして上々のスタートが切れ

た。 

 SSH 事業の１年目を終えようとする今、新しい息吹が随所に芽生えつつあることを実感してい

る。知的な刺激に乏しく、大学や企業等の研究機関も乏しい田舎町で、何事に寄らず気後れし、

尻込みしがちな生徒たちも、いったん刺激を受けて目覚めれば素晴らしい力を発揮する。とりわ

け本物と出会った時の感動は純粋で、ストレートである。「生徒はこんな力を持っていたのか。

引っ込み思案だと思っていたが、案外生徒は行動的だ。」こんなふうに教員が教えられる場面も

多々あった。「本物に触れる感動があれば、生徒は変わる。」この気づきが、SSH 事業取り組み

１年目を終えた今、われわれが実感している最大の成果である。 

 SSH 事業は、「本物に触れる」「生徒の主体性を引き出す」ことの意義を再認識させてくれた。

これは単に理数教育に留まらず、広く教育一般に通ずる真理でもある。生徒はまだまだ新しい姿

を見せてくれるのではないか。そんな期待にわれわれ教員も胸が膨らんでいる。教員も生徒も、

これから先の展開を楽しみにしている。走りだしたばかりで、無我夢中の１年が過ぎたが、２年

目の取り組みに向けて、構想は膨らみつつある。各位の御指導と御教示を乞う次第である。 
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別紙様式１－１ 

岡山県立津山高等学校 24～28 
平成 24 年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

① 研究開発課題  

３年間を十分に活用した探究型カリキュラムと課外活動プログラムの充実により，科学技術創造立国

を支える人材を育成する。これに加えて，意欲のある生徒を対象に，科学部とカリキュラムを連結させ

た教育システムを構築し，自然科学研究をリードするグローバル人材の育成を目指す。 

② 研究開発の概要  

ア  科学部を活用した意欲ある生徒をより伸張させる取組 
【サイエンスコーチングシステム(SCS)】理数科生徒全員と普通科生徒の意欲ある者を科学部所属とし，

カリキュラムの枠を超えた指導を行う。研究者 OB 等の外部講師も登用し，課題研究の深化・科学

系コンテスト上位入賞等への指導を行う。 
イ  全校生徒を対象にした３年間を十分に活用した取組 
【探究型カリキュラム】理数科：科学研究スキルと英語を含めた発表スキル育成のため，「S 探Ⅰ～Ⅲ」

「SLⅠ・Ⅱ」「iPⅠ」計７単位の学校設定科目を開設する。 
普通科：研究と発表を行う「iPⅠ～Ⅲ」「SLⅠ」計４単位の学校設定科目を開設する。 

【課外活動プログラム】大学・研究機関と連携し研修を行う十六夜サイエンスプログラム(iSP)を実施す

る。特に意欲の高い生徒には「SSH 海外研修」「SSH 東京横浜研修」など，より高い能力を伸長す

るサイエンスエクスカーションプログラム(SEP)を実施する。 
③ 平成２４年度実施規模  
各学年普通科６クラス・理数科１クラスの合計 21 クラス全校生徒を対象とする。 

年間を通して SSH の対象となった生徒数 321 名（１年生全体および，２年生理数科，３年生科学部） 
④ 研究開発内容  
○研究計画 
第１年次（平成 24 年度） 
ア 科学部を活用した意欲ある生徒をより伸張させる取組 
 ・外部非常勤講師による課題研究指導および英語指導 
 ・科学系コンテスト等への出場，発表 
 ・SSH 臨海実習，サイエンスイングリッシュキャンプ，天体観測会，小中学生対象実験出前講座な

どの実施。 
イ  全校生徒を対象にした３年間を十分に活用した取組 
【学校設定科目】 
 ・「十六夜プロジェクトⅠ」（１年次１単位，普通科・理数科） 
 ・「サイエンスリテラシーⅠ」（１年次１単位，普通科・理数科） 
 ・「サイエンス探究Ⅰ」（１年次１単位，理数科） 
【課外活動プログラム】 
 ・十六夜サイエンスプログラム（iSP）による SSH 校外研修，SSH 大学連携研修，SSH 博物館研修 ，

SSH 科学セミナー等の実施。 
・サイエンスエクスカーションプログラム（SEP）によるSSH東京横浜研修，SSH創立記念日講演会，

SSH理数科講演会，SSHイングリッシュスーパーサイエンス（ES2）などの実施。 

1



第２年次（平成 25 年度） 
 第１年次の取組を改善して実施するとともに，学校設定科目「十六夜プログラムⅡ」「サイエンス

リテラシーⅡ」「サイエンス探究Ⅱ」を追加する。また SSH 海外研修，美作サイエンスフェア，課

題研究中間発表会等の実施を加える。 
第３年次（平成 26 年度） 

 第２年次の取組を改善して実施するとともに，学校設定科目「十六夜プログラムⅢ」「サイエンス

探究Ⅲ」を追加する。完成年度として研究開発の中間評価に向け全分野について検討を行う。 
第４年次（平成 27 年度） 

 第３年次までの取組を総括し，内容の改善に努める。また卒業生に対し追跡調査を実施する。 
第５年次（平成 28 年度） 

５年間の総括と研究成果の普及に努める。新たな研究課題に向けて研究を進める。 
 
○教育課程上の特例等特記すべき事項 

平成 24 年度入学生理数科：｢総合的な学習の時間｣(各学年１単位)および｢課題研究｣(２年次２単位)
を０単位に，｢情報 A｣(１年次２単位)を１単位に，｢保健｣(１年次・２年次各１単位)を２年次１単位

にそれぞれ減じる。代わって学校設定教科｢サイエンス｣の学校設定科目｢十六夜プロジェクトⅠ｣(１
年次１単位)，｢サイエンス探究Ⅰ｣(１年次１単位)，｢サイエンス探究Ⅱ｣(２年次２単位)，｢サイエン

ス探究Ⅲ｣(３年次１単位)，｢サイエンスリテラシーⅠ｣(１年次１単位)｢サイエンスリテラシーⅡ｣(２
年次１単位)を開設する。｢総合的な学習の時間｣については「十六夜プロジェクトⅠ」｢サイエンスリ

テラシーⅡ｣および｢サイエンス探究Ⅲ｣で扱う。｢課題研究｣については｢サイエンス探究Ⅰ｣で基本的

技能を，｢サイエンス探究Ⅱ｣で実践と発表を扱う。｢保健｣については内容を｢サイエンス探究Ⅰ｣およ

び「サイエンス探究Ⅱ」で扱う。｢情報 A｣については，内容を｢サイエンスリテラシーⅠ｣で扱う。 
平成 24 年度入学生普通科：｢総合的な学習の時間｣(各学年１単位)を０単位に，｢情報 A｣(１年次２

単位)を１単位にそれぞれ減じる。代わって学校設定教科｢サイエンス｣の学校設定科目｢十六夜プロジ

ェクトⅠ｣(１年次１単位)，｢同Ⅱ｣(２年次１単位)，｢同Ⅲ｣(３年次１単位)，｢サイエンスリテラシーⅠ｣

(１年次１単位)を開設する。｢総合的な学習の時間｣については｢十六夜プロジェクトⅠ｣｢同Ⅱ｣｢同Ⅲ｣

で扱う。｢情報 A｣については内容を｢サイエンスリテラシーⅠ｣で扱う。 
 
○平成 24 年度の教育課程の内容 
学校設定科目 「サイエンス探究Ⅰ」（１年次，理数科，１単位） 

「十六夜プロジェクトⅠ」（１年次，理数科および普通科，１単位） 
「サイエンスリテラシーⅠ」（１年次，理数科および普通科，１単位） 
 

○具体的な研究事項・活動内容 
ア 科学部を活用した意欲ある生徒をより伸張させる取組 
 ・「サイエンスコーチングシステム（SCS）」による科学部指導… 企業 OB，ネイティブ外国語指導

者ら３名を科学部非常勤講師として登用し，課題研究・英語発表を指導。 
 ・「科学部英語ゼミ」… ネイティブ外国語指導者により週１回，科学発表のための英語を学習。 
 ・「SSH 臨海実習」… 環境学習と海棲生物実習の実施。ゴミ問題や生物多様性について学習。 
 ・「サイエンスイングリッシュキャンプ」…生物観察のフィールドワークと英語コミュニケーション，
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英語発表を行う。 
 ・科学系コンテスト・学会発表…「全国高校生化学グランプリ」「日本物理学会 Jr セッション」「岡

山物理コンテスト」「サイエンスチャレンジ岡山」「集まれ！科学好き発表会」「金光学園 SSH 英語

による研究発表会」等に参加。 
 ・天体観測会…美咲町立さつき天文台と連携しての天体観測会，日食観測会等を実施。 
 ・科学ボランティア活動…小中学校生対象実験出前講座，青少年のための科学の祭典出展などを実施。 
 ・その他，岡山県立岡山朝日高等学校・岡山県立岡山工業高等学校等との地学共同研究参加，なぎビ

カリアミュージアムと連携しての化石実習などを実施。 
 
イ  全校生徒を対象にした３年間を十分に活用した取組 
【学校設定科目】 
 ・「十六夜プロジェクトⅠ」（１年次１単位，普通科・理数科）…興味関心や希望進路に応じたテーマ

を選び，研究と発表を行う。 
 ・「サイエンスリテラシーⅠ」（１年次１単位，普通科・理数科）…科学研究の発表に向けてのデータ

処理，プレゼンテーション，発表スキルを学ぶ。 
 ・「サイエンス探究Ⅰ」（１年次１単位，理数科）…２年次に行う課題研究に向け，科学的なものの見

方，考え方，倫理観および実験スキルを身につけ，ミニ課題研究と発表を行う。 
 
【課外活動プログラム】 
 iSP（十六夜サイエンスプログラム） 

・SSH 校外研修 
（フィールドワーク研修）…理数科１年生全員により，岡山県自然保護センター，竜天天文台，

岡山県生物科学研究所で基礎科学の実習体験と研究施設見学を行う。 
（先端科学研修）：大型放射光施設 SPring８・X 線自由電子レーザー施設 SACLA を見学し，兵庫

県立大学ニュースバルを訪問し先端科学の研究室を見学する。 
・SSH 博物館研修 
（津山洋学資料館）…津山洋学資料館において実習を行う。江戸末期に活躍した郷土出身の洋学

者の実績を学び現代科学へのつながりを知る。 
（つやま自然のふしぎ館）…津山科学教育博物館（つやま自然のふしぎ館）において実習を行う。

動物剥製の体型を測定し，環境と生物の適応について学ぶ。 
・SSH 大学連携研修 ※理数科１年生全員が２コースのうち１つ以上を選択し実施する。 

（生命科学コース研修）…福山大学生命工学部と連携し，２日間にわたり，植物組織の有機物の

抽出と分析の実習を行う。 
（地球環境コース研修）…鳥取大学農学部と連携し，蒜山演習林において２日間にわたり、森林

生態系・遷移・垂直分布を学ぶフィールドワークと実習を行う。 
・SSH 科学セミナー 
（光量子セミナー）…岡山光量子研究所と連携し，ヒッグス粒子を題材に，素粒子と宇宙に関わ

る講演を受ける。 
（遺伝子実験セミナー）…岡山大学理学部と連携し，大学教授の指導により大学レベルの遺伝子

実験を行う。 
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（放射線セミナー）…広島国際大学林慎一郎准教授を招いて放射線に関する講義と実習を行う。 
SEP（サイエンスエクスカーションプログラム） 
・SSH 東京横浜研修…１年生希望者を対象に，東京大学・理化学研究所横浜研究所，日本科学未来

館で研修を行う。あわせて SSH 生徒研究発表会に参加する。 
・SSH 理数科講演会…理数科全学年に対する講演会を実施する。広島大学大学院生物圏科学研究科

の長沼毅准教授による講演と，交流会を実施する。 
・SSH 創立記念日講演会・特別授業…全校生徒に対する講演会を実施する。ケンブリッジ大学研究

員の北川智子氏による講演と交流会，１年生全クラス対象に英語による特別授業を実施する。 
・SSHイングリッシュスーパーサイエンス（ES2）…大学で理科を専攻しているALT２名により，英

語での生物と物理の授業を実施する。 
・SSH 大阪大学工学部研修…大阪大学工学部での研修を行う。 
 

ウ その他の取組 
・SSH 食品科学実習・SSH 食品科学講演会…家庭科と連携し，１年生「家庭基礎」の授業で，発酵

食品を題材に食品科学での講演会と実習を行う。また，家庭クラブにおいて食品科学の研究を行う。 
・SSH 市民講座… SSH 創立記念日講演会講師・北川智子氏の一般市民対象講演会を実施する。 

⑤研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

１．４月と２月に行った意識調査により変容を分析した。「英語コミュニケーションへの意識」が１年

生全体で向上しており，この点に対しては SSH 創立記念日講演会・特別授業の効果が大きかった。

「研究や開発に携わりたい」生徒の比率も１年生全体で向上している。また，理数科では「科学的

コミュニケーション能力」「課題設定能力」「論理的思考力」「国際的視野」の項目も向上している。

重点的に取組を配置した理数科においてより高い成果が得られた。 

２．科学部での英語ゼミ等による指導の結果，英語による研究発表を外部で４本（うち１年生２本），

校内で２本（うち１年生１本）実施することができた。また，２年生課題研究では全員が論文のア

ブストラクトを英語で記載することができた。 

３．外部大会等への参加者が昨年度の 10 名から 24 名に増加，科学ボランティア活動参加者も同じく

25 名から 26 名に増加，科学部における科学研究が同じく３本から６本に増加した。科学部活動の

活性化と課題研究の充実により，科学系コンテストでの入賞数が同じく４本から９本に向上した。 

 

○実施上の課題と今後の取り組み 

 意識調査の結果，普通科における効果が十分とはいえないため，取組の内容について見直していく。

科学部を活用した指導について，２年生の活動はたいへん活発であったが，１年生は運動部との兼部生

徒が多く，科学部専属で活動できる部員の人数確保が課題である。校内推進体制として他の分掌への業

務の分担が予定通り機能しておらず，次年度の課題である。SSH の評価と検証について，より計画的

かつ適切な手法を開発することも課題である。 

来年度は SSH２年次生の取組として，海外研修，美作サイエンスフェア，学校設定科目「サイエン

ス探究Ⅱ」「十六夜プロジェクトⅡ」「サイエンスリテラシーⅡ」をあらたに実施する。 
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別紙様式２－１ 

岡山県立津山高等学校 H24～28 
平成 24 年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

①研究開発の成果  
科学的グローバル人材の育成に向け，次の点で成果が表れた。 
①コミュニケーション能力の向上  
 Ａ．英語コミュニケーションへの意識の向上 

 SSH 主対象である１年生への意識調査の結果，４月に比較して２月では，英語コミュニケーショ

ン意識の項目の A・B 評価合計が普通科において 79%から 82%へ，理数科において 78%から 86%に

向上した。特に国際性の育成を目的として実施した SSH 創立記念日講演会・SSH 特別授業後のアン

ケートで英語および国際性に関係する項目の A・B 評価合計が 80%を越えており，非常に効果が大

きかったと考えられる。山間地域に立地する本校では，国際的に活躍する人物との交流の機会が少

ないことから，このような取組は今後も充実させる必要がある。 
理数科においては，英語科および ALT，連携先の岡山理科大学准教授の英語論文講座への協力によ

り，２年生課題研究で全員が論文のアブストラクトを英語で作成することができた。 
また，科学部で週一回の外国人非常勤講師による英語指導を行った結果，英語による研究発表を外

部で４本（うち１年生２本），校内で２本（うち１年生１本）実施することができた。本報告書の段

階では未実施であるが，３月 19 日実施予定の１年生最終発表会でも２本の英語ポスターと１本の英

語ステージ発表が実施される予定である。 
 

 Ｂ．科学的コミュニケーション能力の向上 
 1 年生対象の意識調査の結果，理数科において，４月と比較し２月では，プレゼンテーション能力

（実験結果を口頭で説明することができる）の項目の A・B 評価合計が，理数科では 58%から 87%
に，普通科では 38%から 84%にそれぞれ大幅に向上していた。学校設定科目「十六夜プロジェクト

Ⅰ」（普通科・理数科）での iPS 構想発表会，iPS 発表会Ⅰの２回の発表を経験して，生徒が大きく

成長していることが示されている。 
科学部での取り組みを通し，外部大会での発表・交流会・合同研究などへの参加者が昨年度 10 名

から 24 名に増加，小中学生対象の実験教室や科学の祭典などの科学ボランティア活動参加者も同じ

く 25 名から 26 名に増加するなど，科学的コミュニケーションの実践数も向上している。 
  
②探究心の向上 

１年生対象の意識調査を４月と２月で比較した結果，本校が設定した「探究心」の項目のうち，

理数科において「課題設定能力」が 53%から 61%に向上し，「論理的思考力」もわずかながら向上し

ている。また，学校設定科目「サイエンス探究Ⅰ」の科目アンケートでは「科学的見方・考え方の

向上」が A・B 評価合計で理数科 88%，学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」の科目アンケート

では「研究手法や仮説検証の方法が身についた」の項目が普通科 92%，理数科 95%といずれも高率

で，新規カリキュラムの成果が表れている。 
また，科学部活動の取り組み拡大により，科学部における科学研究が前年度の３本から６本に増

加した。科学系コンテストでの入賞数も同じく４本から９本に向上している。 
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③積極性の向上 
１年生対象の意識調査の結果，理数科において，４月と比較し２月では，「国際的視野」の項目が

71%から 82%に向上した。また，「研究や開発に携わりたい」の項目は理数科において SSH の効果

が顕著に表れ，55%から 85%と劇的に向上した。普通科においても 38%から 46%に向上した。 
理数科においては，各種研修において，多くの研究施設を見学し，多くの研究者から話を伺う機

会を設けたことが刺激となり，医歯薬・保健系志向や資格志向などから理数科を選んでいた生徒が，

理数の学習成果を積極的に生かす方向へ志望を変更していることが見てとれる。特に「国際的な舞

台で活躍したい」という生徒が理数科では 59％という高率であった。 
また，これまで，意欲が特に高い生徒の期待に応えるための取組が十分でなかったが，今年度よ

りサイエンスエクスカーションプログラム（SEP）による研修を開始することで成果が上がってい

る。特に東京横浜研修参加者では「研究への関心・意欲向上」が A・B 評価合計 100％（A97%），「国

際的研究活動への意欲」A・B 評価合計 93%（A 評価 63%）と非常に高い刺激を受けている。 
  

 
②研究開発の課題  

１．普通科生徒への効果の向上 

普通科では入学時より「積極性」が後退し「探究心」が微減するなど，有意な効果が上がってい

ない。これは普通科での SSH 活動が「中学・高校での理数離れ」や「高校での理数の難易度」を解

消するまでには至っていないことを示している。普通科での取組の課題である。 

２．科学部活動の一層の活性化 

科学部を活用した指導は成果を上げつつあるが，全国規模のコンテストでの入賞はまだない。また，

約７割の科学部員が運動部等を兼ねており，そのために参加に制約のある部員も多い。他の部と両立

させるための運営の工夫，科学部の魅力を向上させ科学部専属の部員を拡大することが必要である。

あわせてより効果的な指導や，課題研究の指導力向上，大学教員との連携拡大なども必要である。 

３．校務分掌体制の確立 

JST 実施の教員アンケートからは，SSH 効果に関する項目で評価が分かれていた。これは SSH 参

加生徒との接触が少ない教員への SSH 成果の認識が共有されていないことを示している。また，多

忙化により教科指導への影響を危惧する声も聞かれる。生徒に対して SSH の成果をさらに向上させ

ていくためには，教員の共通理解が肝要であり，そのためには，SSH の成果の周知共有と，SSH 推

進業務の分担の適正化，全教員が SSH 活動に関わる体制作りが必要である。 

４．成果の周知 

JST 実施の保護者アンケートの結果からは，SSH 効果に関する項目において「増した」「やや増し

た」が過半数を超える項目はほとんどなく，理数科以外の保護者の評価が低いことが伺える。学校設

定科目「十六夜プロジェクトⅠ」や「SSH 創立記念日講演会・SSH 特別授業」など普通科生徒にも

大きな効果のあった事業成果の効果的な広報を行い，幅広く理解と協力を得ていくことが SSH 事業

の円滑な運営と成果向上のためには必須である。 
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第１章 研究開発の課題 

１. 学校の概要 

（１）学校名： 岡山
お か や ま

県立
け ん り つ

津山
つ や ま

高等学校
こ う と う が っ こ う

    校長名： 有元 茂 

（２） 所在地： 岡山県津山市椿高下 62 番地 
電話番号： 0868-22-2204    FAX 番号： 0868-22-3397 

（３） 課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 
  ① 課程・学科・学年別生徒数，学級数 

課

程 
学科 

第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全

日

制 

普通科 
(自然コース) 

240 6 
241 

(107) 
6 

(3) 
239 

(108) 
6 

(3) 
720 

(215) 
18 
(6) 

理数科 39 1 40 1 40 1 119 3 
計 279 7 281 7 279 7 839 21 

 
  ② 教職員数 

校長 
副校

長 
教頭 

主幹 
教諭 

指導

教諭 
教諭 

養護 
教諭 

常勤 
講師 

実習 
助手 

ALT 
事務 
職員 

司書 

1 1 1 1 1 45 2 4 3 1 5 1 
 

非常勤

講師 
その

他 
合計 

11 2 79 
 

 

２. 研究開発課題 

３年間を十分に活用した探究型カリキュラムと課外活動プログラムの充実により，科学技術創造

立国を支える人材を育成する。これに加えて，意欲のある生徒を対象に，科学部とカリキュラムを

連結させた教育システムを構築し，自然科学研究をリードするグローバル人材の育成を目指す。 
 
３．実践および実践の結果の概要 

○科学部を活用した意欲ある生徒をより伸張させる取組 

理数科全員を科学部に加えた。また，研究者 OB・ネイティブ外国語指導者など外部講師３名に

よる「サイエンスコーチングシステム(SCS)」でのカリキュラムの枠を超えた指導を行った。これ

によって２年生課題研究がレベルアップし，外部大会での入賞本数が増加した。また，１年生での

外部大会での研究発表も４本（英語２本を含む）実施できた。また，英語でのポスター作成や英語

での研究発表を行うことができた。 
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○全校生徒に対して３年間を通した自然科学の基盤を育成する取組（１年目） 

【探究型カリキュラム】 

・（理数科）学校設定科目「サイエンス探究Ⅱ」（２年次２単位）で実施予定の課題研究と発表を充

実させるため，学校設定科目「サイエンス探究Ⅰ」（１単位）と「サイエンスリテラシーⅠ」（１

単位），「十六夜プロジェクトⅠ」（１単位）を開設し，科学研究スキル，発表スキル，問題解決能

力とコミュニケーション能力の向上を図った。 
・（普通科）発表スキルと問題解決能力，コミュニケーション能力を高めるため，理数科と共通で，

研究を行う学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」「サイエンスリテラシーⅠ」を開設した。 
・普通科・理数科合同で，学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」における研究「十六夜 Primary Study

（iPS）」の iPS 構想発表会および，「iPS 発表会Ⅰ（校内、2/15）」，「iPS 発表会Ⅱ（外部公開 3/19）」
を実施した。校内発表会後の意識調査から「研究の方法や，仮説・検証の手法」に対し普通科・

理数科とも 90%以上の生徒が効果があったと回答するなど非常に大きな効果があった。特に理数

科では「サイエンス探究Ⅰ」の授業も連動させることで，より一層高い効果を得ることができた。 
【課外活動プログラム】 

・主に理数科を対象に，各大学・高専・研究機関や OB と連携した研修ネットワークを拡大・充実

し，これを基盤に各種研修を行い，科学リテラシーを高める十六夜サイエンスプログラム(iSP)を
実施した。年度末に「もっとも効果のあった研修」について調査したところ，どの研修もまんべ

んなく回答に挙げられていた。これは幅広い分野の研修を設けたことで，生徒の多様な興味関心

に十分に応えることができたことを示している。 
・より意欲の高い生徒に向け，サイエンスエクスカーションプログラム (SEP)を実施した。年度末

の意識調査の結果から，特に「SSH 東京横浜研修」と「SSH 創立記念日講演会・特別授業」の効

果が高く，生徒の意識を世界に向けるにあたり非常に大きな影響力があった。 
 

○検証方法 

本校研究開発課題である「自然科学研究をリードするグローバル人材の育成」に向け，このよ

うな人材にとって必要な（ア）～（ウ）の３つの観点とこれに対する評価項目を設定した。これ

に対し４月と２月に意識調査を実施した。また，各研修・行事では事後アンケートを実施し，仮

説に対する評価を行った。これらに加えて成績推移，進路志望推移も含めた総合的な分析を行い，

全体への検証と事例分析を行った。 

（ア）探究心 

「観察・実験への興味関心」「課題設定能力」「論理的思考力」「問題解決能力」の４点の変容

から評価した。 

（イ）コミュニケーション能力 

「自己表現」「英語コミュニケーション」「協調性」「プレゼンテーション能力」の４点の変容

から評価した。 

（ウ）積極性 

「実践意欲」「国際的な視野」「チャレンジ精神」「将来のビジョン」の４点の変容から評価し

た。 

評価・分析の過程で，質問項目の内容や行事でのアンケート項目の適切さ・妥当性・統一性など，

より客観的で適切な評価に向けての課題が明らかになったため，次年度から改善を加える。 
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第２章 研究開発の経緯 

１. 平成 24 年度の研究開発の概要 
○科学部を活用した意欲ある生徒をより伸張させる取組 

（ア）「サイエンスコーチングシステム（SCS）」による科学部指導 

科学研究指導に２名，英語発表指導に１名を非常勤講師として登用した。 

（イ）サイエンスイングリッシュキャンプ（平成 24 年５月３日～４日） 

理科および英語科の教員の指導により，英語と野外活動を主体とする研修を行った。 

（ウ）SSH 臨海実習（平成 24 年８月 11 日～12 日） 

瀬戸内海の白石島で，理科および ALT の指導により，英語研修も交えた海洋生態系・環境問

題をテーマとした実習を行った。 

（エ）天体観測会 

美咲町立さつき天文台と連携し，年間を通して研修を行った。 

（オ）科学部英語ゼミ 

SCS による科学部非常勤講師により，週１回の科学英語指導を実施した。 

（カ）小中学生対象出前授業・科学ボランティア活動 

（平成 24 年８月１日／２日／11 月 17 日～18 日） 

津山市立北陵中学校，津山洋学資料館で小中学生対象の実験講座を開催した。青少年のため

の科学の祭典倉敷大会に科学部から２ブースを出展した。 

 
○全校生徒に対して３年間を通した自然科学の基盤を育成する取組（１年目） 

【探究型カリキュラム】 

１年次生を対象に，学校設定教科「サイエンス」の学校設定科目３科目３単位を開設した。 

（ア）「サイエンス探究Ⅰ」（理数科１年次１単位） 

物理・化学・生物の各科目担当を含む教員５名および外部講師の活用により実施した。 

（イ）「十六夜プロジェクトⅠ」（普通科・理数科１年次１単位） 

１年団所属の教員全体および外部講師の活用により実施した。外部講師活用では地域の民間人

材，岡山大学の各学部教員を招き分野別の講座を実施した。 

（ウ）「サイエンスリテラシーⅠ」（普通科・理数科１年次１単位） 

情報科の教員が主体となり，これに理科の教員が連携することで実施した。 

【課外活動プログラム】 

「サイエンス・エクスカーション・プログラム（SEP）」による以下の取組を行った。 

（ア）SSH 東京横浜研修（平成 24 年８月７日～９日） 

１年生希望者により，東京大学・理化学研究所・日本科学未来館を訪問し研修を受けた。ま

た，SSH 生徒研究発表大会に参加し，全国の高校生の課題研究の発表に触れた。 

（イ）SSH 創立記念日講演会・SSH 特別授業（平成 24 年 10 月 30 日，31 日） 

全校生徒対象に，ケンブリッジ大学客員研究員北川智子氏（中世数学史）による講演を実施し，

講演後，生徒との交流会を行った。さらに１年生対象に英語による特別授業を実施した。 

（ウ）イングリッシュスーパーサイエンス（ES2）（平成 25 年２月 18 日，21 日） 

理数科１年生全員を対象に，生物および物理を専攻した ALT２名を招いて英語による生物授
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業と物理授業を行った。 

（エ）大阪大学工学部研修（平成 25 年３月 21 日） 

１年生希望者を対象に，大阪大学工学部で研修を行った。 

 

「十六夜サイエンスプログラム（iSP）」による以下の取組を行った。 

（ア）SSH 校外研修（フィールドワーク研修／先端科学研修） 

    （平成 24 年５月 28 日～29 日／平成 24 年７月 24 日） 

理数科１年生全員の参加により，２研修を実施した。フィールドワーク研修では岡山県自然

保護センター，竜天天文台，岡山県生物科学研究所で研修を行った。先端科学研修では，大型

放射光施設 SPring８，X 線自由電子レーザー施設 SACLA，兵庫県立大学放射光施設ニュース

バルで研修を行った。 

（イ）SSH 大学連携研修（生命科学コース研修／地球環境コース研修） 
（平成 24 年８月７日～８日／平成 24 年 10 月 27 日～28 日） 

理数科１年生を対象に，２コースから１つ以上を選択し実施した。生命科学コース研修は，８

月に福山大学生命工学部において生化学分野の実験実習を行った。地球環境コース研修は，10
月に鳥取大学農学部蒜山演習林において生態系分野のフィールドワークでの実習を行った。 

（ウ）SSH 博物館研修（津山洋学資料館／つやま自然のふしぎ館） 

（平成 24 年５月 24 日～29 日／平成 24 年 12 月７日） 

理数科２年生全員が津山洋学資料館で研修を行った。また，理数科１年生全員が，つやま自

然のふしぎ館において研修を行った。 

（エ）SSH 科学セミナー（光量子セミナー／遺伝子実験セミナー／放射線セミナー） 

（平成 24 年５月 24 日～29 日／平成 24 年 12 月７日） 

光量子セミナーでは，１・２年生希望者を対象に岡山光量子研究所から講師を招いて「素粒

子と宇宙」講演会を実施した。遺伝子実験セミナーでは理数科２・３年生生物選択者を対象に

岡山大学理学部から講師を招いて実習を行った。放射線セミナーでは理数科１年生全員を対象

に広島国際大学から講師を招いて実習と講義を行った。 

 

○運営指導委員会の開催 

年間２回実施し，事業の計画・立案および研究成果についての指導・助言および評価を得た。 

○成果の公表・普及 

課題研究発表会，課題研究見学会で課題研究の成果を地域に発表した。学校設定科目「十六

夜プロジェクトⅠ」の発表会を外部公開で３月実施予定。また岡山県課題研究合同発表会，各

種学会や科学系コンテストにおいて，研究成果を発表した。 

本校における SSH の取組を「SSH 通信」として発行し，近隣の小学校，中学校，高等学校

に成果を配信した。来年度に向け，美作サイエンスフェア準備委員会を開催した。 

○評価及び報告書の作成 

「自然科学研究をリードするグローバル人材の育成」に対し意識調査の変容を分析し評価を行

った。また，各研修・行事では事後アンケートを実施し，仮説に対する評価を行った。 

研究開発成果は研究開発実績報告書にまとめ，各 SSH 校・地域に配布する。 
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２. 概念図 

探究型カリキュラム

教科「サイエンス」等

《科学的な思考力・判断力・
表現力，科学的英語力，
探究する力 等の育成》

十六夜サイエンス
プログラム

【iＳＰ】

《科学的リテラシーの育成》

サイエンスコーチングシステム【ＳＣＳ】

○週時程内ではできない、様々な効果的な活動の実施
○研究者ＯＢ等の登用による意識及び技能の向上
○週時程と連結しての課題研究の充実・深化、発表会等への参加
○科学系コンテスト上位入賞を目指しての対策
○生徒間における知の継承（自主性・自発性・自律性の育成）

サイエンスエクスカーション
プログラム 【ＳＥＰ】

交流・研修を核にしたプログラム （新設）
《コミュニケーション能力や協同性，
英語活用力・国際性 等の育成》

● 自然科学研究をリードするグローバル人材の育成

● 国内外で活躍する科学技術系人材の育成
● 科学技術を支える人材の育成
● 科学技術を解する人材の育成

既存の課外活動プログラムを
さらに充実

 
 

３. 事業計画 

分類 項目 対象 H24 H25 H26 H27 H28

十六夜プロジェクトⅠ １年全科 ○ ○ ○ ○ ○

十六夜プロジェクトⅡ ２年普通科 ○ ○ ○ ○
十六夜プロジェクトⅢ ３年普通科 ○ ○ ○
サイエンスリテラシーⅠ １年全科 ○ ○ ○ ○ ○
サイエンスリテラシーⅡ ２年理数科 ○ ○ ○ ○
サイエンス探究Ⅰ １年理数科 ○ ○ ○ ○ ○
サイエンス探究Ⅱ ２年理数科 ○ ○ ○ ○
サイエンス探究Ⅲ ３年理数科 ○ ○ ○

SSH校外研修 １年理数科 ○ ○ ○ ○ ○

SSH博物館研修 理数科 ○ ○ ○ ○ ○
SSH大学連携研修 １年理数科 ○ ○ ○ ○ ○
SSH科学セミナー 希望者及び理数科 ○ ○ ○ ○ ○

SSH東京横浜研修 １年希望者 ○ ○ ○ ○ ○

SSH理数科講演会 理数科 ○ ○ ○ ○ ○
SSH創立記念日講演会 全校 ○ ○ ○ ○ ○
SSH海外研修 ２年希望者 ○ ○ ○ ○
SSH課題研究中間発表会 ２年理数科 ○ ○ ○ ○
SSH課題研究発表会 ２年理数科 ○ ○ ○ ○ ○
課題研究合同発表会 ２年理数科 ○ ○ ○ ○ ○

ｻｲｴﾝｽｺｰﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 科学部 ○ ○ ○ ○ ○

科学部研修活動 科学部 ○ ○ ○ ○ ○
科学部英語ゼミ １年希望者 ○ ○ ○ ○ ○
科学ボランティア活動 ２年理数科 ○ ○ ○ ○ ○
美作サイエンスフェア 科学部 ○ ○ ○ ○

学校設定
科目

iＳＰ
十六夜

サイエンス
プログラム

ＳＥＰ
サイエンス
エクス

カーション
プログラム

科学部
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第３章 研究開発の内容 

１．学校設定科目 

(1)十六夜プロジェクトⅠ（iPI） 

１．研究開発の仮説 

自己実現に向けて，自らの生き方や進路について

考察することにより,自らの進路に見合う課題を見

いだし，情報を収集し，解決する力を育成すること

ができる。あわせて，問題解決の過程を論理的に表

現する力を育成することができる。 

（１）目指すもの 
 自らの将来の在り方について考え，進路志望を実

現していくために必要なものについて理解を深める

とともに，それぞれの志望に応じた様々な問題につ

いて自らテーマを設定し，グループでの探究活動を

通して，情報収集，分析・考察，プレゼンテーショ

ンなどの能力を身につけていくことを目指す。 

（２）期待する効果 
・自らの進路に対する興味や関心が深まることで，

具体的な進路目標が明確となり，学習に対する目的

意識，意欲が高まる。 
・自ら課題を設定し，仮説・検証の方法など，具体

的な探究をすすめていく力が身につく。 
・コンピュータ等を活用した情報収集や資料作成の

スキルや分析・考察，プレゼンテーションの力など，

科学技術リテラシーの力が向上する。 
・グループの中で問題点について討論したり，探究

の成果をわかりやすく他者に伝えたり，他の発表に

対して建設的な意見を述べ合ったりするコミュニケ

ーションの能力が向上する。 
（３）総合的な学習の時間の代替 
 総合的な学習の時間の代替（１単位）とする。 

２ 内容と方法 

（１）年間計画 
日 程 活        動 
5/8 ・iPⅠオリエンテーション 

6/5 
・スタディサポート返却，自己分析 
・「社会人講師による職業紹介」ガイダン

ス，希望講座調査，事前学習シート記入 

6/12 ・「社会人講師による職業紹介」事前学習，

「16歳からのハローワークシート」記入 
6/19 ・「社会人講師による職業紹介」 

7/10 
・「社会人講師による職業紹介」クラス報

告，共有会 
・「学部系統調べ」①ガイダンス 

7/17 ・「学部系統調べ」②③調査 
7/30 ・「学部系統調べ」④⑤発表会 
9/13 ・「岡山大学の先生による特別講義」 

9/18 
・進路講演会 
講師：ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ廣戸裕司氏 

10/9 ・「先輩から学ぼう」 

10/16 
・「iPS」①ガイダンス，②仮グループ，分

野設定 
11/6 ・「iPS」③本グループ，テーマ決定 
11/13
～ 

12/11 
・「iPS」④～⑨探究活動 

12/18 ・「iPS」構想発表会 
1/8 ～

1/29 ・「iPS」⑩～⑭探究活動 

2/5 ～

2/12 ・「iPS」⑮～⑱発表準備，リハーサル 

2/15 ・「iPS発表会Ⅰ」ポスター発表 

3/19 
・「iPS発表会Ⅱ」 
代表グループによる発表＆全グループ

によるポスター発表（外部公開） 
（２）「社会人講師による職業紹介」 
○目的 

実際に各分野で活躍している社会人講師を招き，

仕事の内容や職業人として求められること等につい

て紹介してもらい，生徒の職業に対する理解を深め，

進路意識や学習意欲を一層高める。 

○概要 

実施日時 平成 24年６月 19日（火）13:35～15:15 

① 講師には同じ内容の講義を２回実施してもらう。 
② 生徒に事前に２講座を選択させ，受講させる。 
③ 講義は，「職業分野の内容紹介，高校生に望むこ

となど，生徒に具体的なイメージや将来に向けて

の展望を与える内容」を依頼する。 
○講師とテーマ 

１．法学  飯綱浩二法律事務所 飯綱 浩二氏 
「弁護士の業務と業界」 

２．経済学  中国銀行津山支店 長野 利紀氏 
「知ってるようで，よく知らない。銀行って，なに？」 

３．ﾏｽｺﾐ・社会学 ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾄｰｷﾝｸﾞ･ｱｲ 村松 美保氏 
「『＋α』力を身につけよう」 

４．教育学  誕生寺支援学校 山本 早耶香氏 
「職業選択に向けて～教職の魅力～」 

５．医学  津山中央病院副院長 林 同輔氏 
「医学部を目指す諸君へ」 

６．建築工学・生活科学  
U.S ﾌﾟﾗﾝ大土井設計 一級建築士 大土井 亮輔氏 
「『大自然VS人類』快適ゆとりから安全安心へ」 

７．情報・通信 
NTT西日本岡山支店 法人営業部長 小竹 雅成氏 
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「情報通信業界の可能性とＮＴＴの役割」 
８．工学・環境工学 日本植生（株） 岩井 伸行氏 
「環境緑化事業について」 

９．農学・生物工学 
株式会社山田養蜂場 研究事業開発部 中塚 裕美氏 
「農学・生物工学系の業務～山田養蜂場の場合～」 

10．化学・応用工学 
株式会社日本ｽﾃﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 開発部 和田 晃氏 
「日本から発信する高性能ステント」 

○生徒の感想 

 幼い時に身近

な人を２人病気

や事故で亡くし

たため，中学校

で進路を考えた

とき， 同じ思い

をする人や，苦

しむ人を少しで

も救うことができるような仕事に就きたいと考え，

医師を目指そうと強く思いました。 それまでは，机

について勉強することが苦手でしたが，頑張って勉

強してきました。今日のお話を聞いて， 今までは「と

りあえず勉強を」という考え方でしたが，「人とのコ

ミュニケーション能力＋知識＝本当の医師」という

ことを痛感しました。 
 日本はまだ外国の医療に追いついていないことも

知りました。 医師になれたら，日本の医療をもっと

発達させていきたいと思いました。（医学 女子） 

（３）「岡山大学の先生による特別講義」 
○目的 

岡山大学より講師を招き，特別講義を行うことに

より，学問分野に対する理解と関心を深め，生徒の

進路に対する意識及び学習意欲の一層の高揚を図る。 
○概要 

実施日時 平成 24年 9月 13日（木）13:35～15:15 

① 文・法・経済・教育・医・歯・薬・理・工・環境

理工・農の 11学部 12分野について，各生徒の第

１～第３希望を調査し，調整を加えて，最終的に

全生徒に２学部ずつを受講させる。特にコース選

択で文系・理系を決めかねている生徒には両方の

系統を受講できるよう配慮する。 

② 講義は同じ内容で２回行い，専門分野の内容紹介，

学部全般の紹介，高校生に望むこと等，生徒に展

望を与える内容を依頼する。 
○講師とテーマ 

１．文学部 准教授   金子 真先生 
「コミュニケーションに見られる人間の協調性」 

２．教育学部 教授 山口 立雄先生 
「大学の保体教員は何を研究しているか？」 

３．法学部 准教授 濵田 陽子先生 

「法学部を知る」 
４．経済学部 准教授 戸前 壽夫先生 

「経済学部紹介と経営学のケース授業について」 
５．理学部 教授 池田 直先生 

「理学部で学ぶこと研究することについて」 
６．医学部医学科 准教授 水島 孝明先生 

「膵臓のお話」 
７．医学部保健学科 助教 楠原 俊昌先生 

「電気ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを用いた細胞の微細動態観察」 
８．歯学部 教授 杉本 朋貞先生 

「歯学部のカリキュラムと研究内容について」 
９．薬学部 教授 上原 孝先生 

「アルツハイマー病治療開発のための研究紹介」 
10．工学部 准教授 内田 哲也先生 

「工学ってなんだろう。小さな工夫が世界を変える」 
11．環境理工学部 准教授 橋本 成仁先生 

「『まちづくり』を科学する」 
12．農学部 准教授 嶋 一徹先生 

「森林生態系の維持・発達を支えるしくみ」 

○ 生徒の感想 

・「理学部は根源的な質問を研究する」「人智を

越えた真理に近づく」「人の持っている知恵を高

める」など，”理学部とは何ものか”大まかにし

かわかっていなかったけど，先生の言葉ではっき

りしました。宇宙，原子，生命，環境，惑星，そ

して全てに共通する数学と，理学は全部つながっ

ていることを聞き感動しました。また，「工学部

が知らない原理をつくるのが理学部」と聞いて，

面白そうだと思いました。企業に就職するのが工

学部で，理学部は教職などで一部の人たちが大学

院に行って学者になるというイメージを勝手に

作っていましたが，理学部から企業に就職する人

は多くいて，過半数の人たちが大学院へ進むとい

うことを聞いて驚きました。今回の講演で理学部

に非常に興味がわきました。（理学部 男子） 

（４）iPS(十六夜 Primary Study=テーマ別探究入門)  
○目的 

 それぞれが志望する進路，学問分野に関する様々

な課題について，グループごとにテーマを設定し，

情報収集，調査，実験，インタビューなどを通して

探究活動の基礎的方法や態度を養うとともに，探究

の成果をポスターにまとめ，発表，質疑応答，議論

を行うことで，コミュニーション能力や効果的なプ

レゼンテーション能力，批判的思考力を身につける。 
○概要 

① グループはクラス横断的に，それぞれ志望する分

野別，学問別に構成し，グループごとに探究する

テーマを設定し，それぞれのテーマにふさわしい

方法（実験，フィールドワーク，アンケート，イ
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ンタビューなど）を用いて探究活動を行う。 
② 成果はパワーポイントによるA0サイズのポスタ

ーにまとめ，ポスターセッションで発表する。 
③ 理数科は科学分野の研究で参加する。 
○探究分野 
Ａ  社会科学系（経済・国際問題・環境問題） 
Ｂ 人文科学系（文学・外国語・芸術） 
Ｃ 自然科学系（数学・地球科学・科学技術） 
Ｄ 保健医療系（医学・保健・福祉） 
Ｅ 生活科学系（スポーツ・生活・教育） 
理数科 物理分野・化学分野・生物分野 

タイトル
岡山県立津山高等学校 １年 ○○ ○○，○○ ○○，○○ 指導者 ○○

１ 目的

２

３

４ 内容（その３）

５ 結論，まとめ，考察など

内容（その１） 例

内容や結果など
（図やｸﾞﾗﾌ）

結果などの説明

内容や結果など
（図やｸﾞﾗﾌ）

説明

説明

結 論など

結論の説明や，今後の課題など

内容（その２） 例

参考文献など

ポスター発表様式（例）

・「～の研究」「～の調査」のよう
に，何を研究したのか分かる表
現に。
・具体的な中身の分からないタ
イトルは不可。
例：○「十六夜山の植生の研
究」

△「十六夜山の研究」
×「IZAYOI MYSTERY」

・枠の大きさと数，構成，見出し，配
色，フォントは自由に工夫しよう。
・図や写真，データやグラフを駆使
して説明しよう。
・文字はなるべく少なく。箇条書きも
おすすめ。

・動機と概要（なぜ興味を
持って，どのように研究しよう
と思ったかを簡潔に）

・書籍やHP，論文，資料のタイ

トル・著者・出版社を入れる。
・wikipediaなど著者名のない

資料は参考文献に記入しない。
・校外の人にお世話になった場
合は「謝辞」を記入。

・HPや書籍の写真や図

版を入れる場合は，著
作権者の許諾が必要。

・コピペ不可（著作権侵害にな
る）。自分の言葉や自作の図で
説明しよう。資料等は出典を明
示。

・普通のプリンタではA3に

出力されます。
・発表会では模造紙サイズ
に拡大印刷します。
・用紙設定はタテのままで
変更しないでください。
・全文英語ポスターもOK

【ポスターのレイアウト例】 

（５）ｉＰＳ構想発表会 
○目的 

 探究の目的，内容，方法，今後の見通しなどにつ

いて，各班でまとめ，発表し，他者に対してプレゼ

ンテーションをする経験をさせる。また，他班の探

究内容，発表について評価しながら聴き，質問をし

たり，議論をしたりする態度を身につけさせる。 
○概要 

実施日時 平成24年12月 18日（火）13:35～15:15 
① 各教室の会場に分かれて行う。Ａ～Ｅ＋理数科の

６領域の各グループを１～７の教室に割り振る。  

② 教室内で各探究グループを解体し，発表グループ

（４～５）に分け，そのグループ内で自班の探究

構想をミニポスター（A4版）を使って発表し，互

いに質疑応答，議論を行う。一人３分程度発表。 
③ 最初の探究グループに戻り，発表グループで出さ

れた意見，質問，問題点など議論の結果を持ち帰

り，それぞれを検討し，今後の課題を話し合う。 

【例】１－１ＨＲ会場 
 
 
 
 
   発表グループ 
 
 
 
 
 
○生徒の感想 

・自分だけ理

解するのは難

しいことでは

ないが，人に

理解させるの

は説得力が必

要で難しかった。自分の発表はあまり理解してもら

えなかったので，発表会までには説得力をつける努

力をする必要があると思いました。（普通科 男子） 
・どの班も詳しく研究をしてわかりやすくまとめて

いた。発表のときに原稿を忘れてポスターを見なが

ら発表してしまい，良くなかった。また，人の目を

見て聞き手に向くことができなかった点も直した

い。ポスターの内容に加え，自分の意見や資料を使

ってできた。これからアンケートやまとめをし，本

番に向けてプレゼンの準備をしたい。（普通科 女子） 
・自分たちは先生に与えられた課題を研究したが，

普通科は自分で疑問に思ったことを研究していてす

ごいと思った。どのグループもアンケートや現地調

査を行っていることがすごいと思った。もっとわか

りやすく説明できるようにしたい。（理数科  女子） 
（６）ｉＰＳ発表会Ⅰ 
○目的 

それぞれの探究の成果について，各班でまとめる

とともに，それを他者に対して伝わるようにプレゼ

ンテーションする力を身につける。また，他班の探

究内容，発表について評価しながら聴き，質問をし

たり，議論をしたりする態度を身につける。 
○概要 
実施日時：平成25年 2月 15日（金）13:35～15:15 
① ４階教室を会場にポスター発表を行う。 

② 全グループを奇数グループと偶数グループとに

分け，前半（６限）は奇数グループが発表し，偶

数グループは聞き手，後半（７限）は偶数グルー

プが発表し，奇数グループが聞き手にまわる。発

表時間は５分以内。質疑応答に２～３分程度。 

③ 発表グループは全員が必ず１回以上発表する。 

 

Ａ：0101，0203    Ｂ：0402，0501 
Ｃ：0801，0807    Ｄ：1102 
Ｅ：1201      理数科：物理Ａ，生物Ｂ 

Ⅰ 0101,0203,0402,0807,1102,物理A 
Ⅱ  0101,0501,0801,1120,1201,生物Ｂ 
Ⅲ 0203,0501,0807,1120,1201,物理Ａ 
Ⅳ 0203,0402,0801,0807,1201,生物Ｂ 

Ⅴ 0101,0501,0807,1120,1201,物理Ａ 
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④ 聞き手は３つ以上のセクションをまわり，５グル

ープ以上の発表を聞く。１つ以上質問をする。 

⑤ 聞き手は評価シートで発表の評価を行う。評価の

観点は次の三点で，それぞれ４段階で評価する。 

Ａ ポスターが工夫され，見やすい 

Ｂ 説明がわかりやすく，話し方，声の大きさが良好  

Ｃ 研究内容が充実しており，検証，考察がしっ

かりなされている 
○生徒の感想 

・題材からすべて自分たちで考えて課題研究するの

は思ったよりも難しくて，なかなか方針が決まらな

かったり，まとめられなかったりと大変でした。で

もみんなで協力して良い発表ができたと思います。

他のグループの発表を聞くのもとても勉強になりま

した。仮説をたてるときの着眼点がおもしろくて，

内容も納得するような発表ばかりで，プレゼン能力

の向上に役立ったと思います。（普通科 女子） 
・研究の過

程で計画や

失敗の大切

さ，物作り

の楽しさを

学ぶことが

できた。発

表会では，

質問に柔軟に対応するために必要なのは，自分が発

表すること以上にたくさんの準備をする必要がある

ということがわかりました。この経験を通して，課

題研究をよりレベルの高いものにしていきます。（理

数科 男子） 
・今まで長い時間をかけて頑張ってきて，しっかり

ポスターもまとめられてよかった。英語でポスター

を作るのは初めてで，とても大変だったけど，とて

もよい勉強になった。みんなにわかるように日本語

の資料を作って配布する工夫もできてよかった。最

後は Sam 先生に英語で発表して緊張したけど精一

杯頑張れた！２年次の課題研究もこの経験を生かし

てがんばっていきたいと思います！（理数科 女子） 

３．検証(成果) 

生徒アンケートの結果は以下の通りである。すべ

ての項目において高い評価が得られている。全体を

通して，普通科，理数科ともに非常に積極的，自主

的に活動に取り組み，ある程度の達成感，充実感を

得ることができたのではないだろうか。 
今年度の１年生たちは真面目で素直な生徒が多

い反面，「与えられたこと」を淡々とこなすことに

精一杯で，自分で課題を見つけ，考え，行動してい

くという主体的な学びの姿勢を身につけている生徒

は非常に少ないという印象が強い。iPⅠ，特に iPS

の探究活動を通し，自分たちで課題を見つけ，仮説

を立て，検証の方法を考え，すすめていくことや，

グループ内で討論を深めたり，研究成果を他者に伝

わるように効果的なプレゼンテーションの方法を模

索したりする経験を通して，主体的に学ぶことの面

白さにそれぞれの生徒が目覚めてくれたのではない

だろうか。アンケート結果のＱ２，Ｑ３，Ｑ４の項

目の評価の高さはそのことを表していると考える。 

4 3 2 1 4 3 2 1

18% 42% 32% 8% 49% 31% 18% 3%

26% 66% 9% 0% 51% 44% 5% 0%

47% 43% 9% 1% 54% 46% 0% 0%

35% 55% 9% 1% 54% 44% 3% 0%

19% 64% 17% 1% 33% 54% 13% 0%

Q5  自分が調べたこ
と、考えたことを人に
わかりやすく伝える
ことができた。

普通科 理数科

Q1  自分の進路に
対する関心が高まっ
た。
Q2　研究の方法や，
仮説・検証の手法が
身についた。
Q3　グループで話し
合い、意見をまとめ
ることができた。
Q4　発表の方法や
ポスターのまとめ方
が身についた。

４．今後の課題 

①テーマ設定と進路目標との関連性の向上 
アンケートＱ１「自分の進路に対する関心が高ま

った」の項目が普通科において，やや低い。これは

理数科が物理，化学，生物といった自分たちの進路

に直結していく分野のテーマを研究したのに対し

て，普通科の生徒たちはまだ十分に自分の進路の方

向性と関連づけたテーマ設定ができていないという

ことであろう。iPS に至るまでの活動のなかに，自

分たちの進路の方向性を様々な角度から真剣に考え

ていけるような仕掛けを組み込む必要がある。 
②プレゼンテーション技術向上のための仕掛け 
Ｑ５「自分たちが調べたこと，考えたことを人に

わかりやすく伝えることができた。」においては，

評価４が少ない。テーマ設定，探究，ポスター作成

に時間がかかり，発表，プレゼンテーションの練習

に時間を十分とれなかった。次年度以降，効果的な

プレゼンテーションをしていくための指導，外部の

講師を招いてのプレゼンテーション講座などを計画

のなかに組み込んでいく必要があると考える。 
③外部機関，人材，地域との連携 
 今年度はアンケート，インタビューなど，実施上

必要な外部との協力は保護者の勤務先などにお願い

した。次年度は探究に必要なアンケートやインタビ

ュー，講演などについて，校外の専門研究機関や人

材，地域との連携を模索していく必要がある。 
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（２）サイエンスリテラシーⅠ 

１．研究開発の仮説 

 自然科学に関わる研究を中心に，探究した内容

をまとめ，発表することにより，情報機器を用い

た表現技能を育てることができる。 

(１) 目指すもの 

科学研究の成果を発表するために必要な能力

の育成を目指す。情報収集ならびに分析，考察な

どの研究活動を情報機器の活用によって効率化

を図ることができる。また，コミュニケーション

能力を培うため，グループ活動やプレゼンテーシ

ョンを通して体験的に能力の向上を行なってい

く。 

(２) 情報Ａの代替部分 

コンピュータやネットワークの活用を通して

情報を適切に扱うための知識や技能の習得は，情

報 Aでも取り組まれている。サイエンスリテラシ

ーⅠにおいては，特に実習形式の講義の中で，生

徒が自身の研究内容を受信者に的確に伝えるこ

とができるような能力の向上を目指している。形

式に則った論理的な説明ができることや，更にレ

イアウト，文字，表，及びグラフなどの表現方法

を自らが工夫することなどを体験させ，生徒に学

術的活動を身に付けさせることを意図している。 

 

(３) 十六夜プロジェクトとの関連，連携 

理数科ではサイエンス探究の科目を通して，自

然科学における研究手法や研究スキルの習得を

目指している。また，普通科では十六夜プロジェ

クトを通して，自己の生き方を思考し，目標を実

現するために必要な問題解決能力の向上を目指

している。これらの科目においても，情報機器を

活用した情報処理や成果の発表が求められる。そ

のため，サイエンスリテラシーⅠでは円滑にコン

ピュータを操作できる力などを早い段階で習得

させること，また発表までの流れを体験させるな

どの他科目を意識した授業構成を行った。 

 

２．内容と方法 

(１) 年間計画 

日 程 指 導 内 容 指導上の留意点 

１学期

(４～７月) 
A) 情報検索に

ついて 
 

B) 科学的表現

法 
 

C) データ処理

の基本 

文章や口頭によ

る科学的表現の基

本的な技能を習得

する。 

 多くの情報を整

理し，その内容が

正しく的確に受信

者に伝わるよう

に，レイアウト・

文字・表・グラフ

などを自ら工夫す

るよう指導する。 

２学期

(９～12 月) 
A) 口頭発表と

プレゼンテ

ーション 

発表の実習を通

して，論理的で理

解してもらえる表

現，発表を工夫す

る態度を育成す

る。 

発表後に質疑応

答を含めたディス

カッションを行

い，科学的で論理

的なコミュニケー

ション能力向上を

図る。 

３学期

(１～３月) 
A) 口頭発表と

プレゼンテ

ーション 
 

B) 画像処理に

ついて 

(２) 内容 

１学期では，情報収集について早い段階で身

に付けるために，検索方法や情報の信憑性・信

頼性の吟味，引用などについて講義形式を取り

入れながら指導した。 

科学的表現については課題に取り組みながら，

能力の育成を図った。文書作成ソフトの機能を

用いた文章構成力の向上，レイアウトや配色な

どを意識した表，グラフ，及び画像などを使っ

ての表現方法，そしてポスターを作成するなど，
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特に文章作成ソフトに関わる知識や技能の習得

を行った。データ処理の基本についても課題に

取り組みながら，知識や技能の習得を図った。

収集したデータを処理するための基本的な考え

方から，関数やその他の機能を利用して情報を

整理することを指導した。 

２学期や３学期では，論理的なコミュニケーシ

ョン能力の向上を図るためのプレゼンテーショ

ンに取り組んだ。また１学期にはなかったグルー

プワークも取り入れ，チーム単位で活動する体験

も取り入れた。図１はグループワークで生徒が作

成した作品の一部である。その他，画像処理につ

いては空いている時間に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検証(成果) 

 

 

 

成果については，サイエンスリテラシーⅠだけ

で成果を計るのではなく，他科目（十六夜プロジ

ェクトⅠやサイエンス探究Ⅰ，情報 A）での取り

組みや発表などと一緒に多角的に評価していく

必要がある。指導した教諭の立場からみると，授

業中に教えたことを忘れている生徒もいたが，多

くの生徒は似た事例に他科目で触れることでよ

り理解が深まっている印象を受けた。表１は，生

徒の達成度を５段階評価したものである。５や４

の評価が計 78％と概ね生徒が理解できていると

考えられる。そのため，他科目でもスムーズに課

題に取り組み始めることができていた。授業中の

課題やグループワークなどの成果が出ている。 

 

４．今後の課題 

他教科と関連したテーマ毎の教材開発などに

力を入れていく必要性を感じている。論文の書き

方は国語や英語などの教科，情報の整理の仕方な

どは数学などとも連携し，より質の高い教材開発

を行う必要がある。 

 

図１生徒の作品例 

表１ 

２学期までの達成度 

47% 

31% 

17% 

5% 0% 

5 
4 
3 
2 
1 

口頭発表によるプレゼンテーション 
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(3)サイエンス探究Ⅰ 

１．研究開発の仮説 

 課題研究の基本プログラムとして設定し,１

年次に仮説～検証～発表の過程を体験するこ

とにより研究活動に対する基本的な手法の習

得と研究への興味関心が高まる。 

(１) 目指すもの 

理数科における課題研究と発表の充実に向け

１年次１単位を設定し，自然科学研究における科

学的なものの見方・考え方、手法、倫理観を身に

つけ，物理・化学・生物各分野を網羅した探究活

動とその発表を行うことで，２年次サイエンス探

究Ⅱの基礎となる科学研究スキルを育成する 

 

(２) 保健の代替部分 

実験・実習・講義を通して，エネルギー・環境・

食品・安全・健康など，科学と人間生活の関わり

や，科学における倫理観を学び，さらに救急救命

等の実習・学習を行う。これにより「保健」のう

ち１単位（「社会生活と健康」「現代社会と健康」）

について代替を行う。 

(３)十六夜テーマ別研究(ｉＰＳ)との関連，連携 

学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」と連動

して，「iPS 構想発表会」「iPS 発表会Ⅰ(校内発表

会)」「iPS 発表会Ⅱ(外部公開)」の発表を行い，研

究成果を発表し，相互に交流を行うことにより，

幅広い分野の研究を理解し，研究スキルの向上と

発表力を育成する。 
 

２．内容と方法 

 年間計画 

 課題研究とは   ～講演会 

 ４月 

 仮説・検証とは  ～グループ討議と発表 

          5 月 

 研究スキルの修得Ⅰ  ～物理･化学・生物 

           ６月～10 月 

 研究スキルの修得Ⅱ  ～ミニ課題研究 

           11 月～３月 

  成果発表   ～iPS 発表会Ⅰ／iPS 発表会Ⅱ 

 

 課題研究とは  

(1)サイエンス探究Ⅰ講演会  

○内容 
課題研究に向け，研究に対する知識・理解，

科学的倫理観を深め，興味・関心を喚起する。 
○日時 

平成 24 年４月 24 日（火）12:40～13:25 
○場所 

  生物地学実験室 21 
○対象 

  理数科１年生 40 人。 
○講師 

美作大学短期大学部 栄養学科  
教授 桑守正範  

○内容 

「桑守」の姓

と，「桃太郎伝

説」「十二支」

を題材に，も

のごとをさま

ざまな角度か

ら観察するこ

と，「知」をつなげること，枠にとらわれな

い幅広い知識，社会への活用，還元，使命と

責任について，これらの重要性を講演した。 
○生徒の感想 

 ・桃太郎伝説と鬼の姿と十二支の並びに関係が

あることに驚いた。実在モデルの生涯の話を

もっと調べたいと思った。 
・知っていたことを組み合わせて，新たな発見

を得るということに感動した。 
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○成果 

 既知の内容から新たな知見を得るというプロ

セスを通して，研究がどういうものか理解を深め

ることができたと考える。講義後に桑守先生へ質

問する生徒が多数みられたことや，自主的に調べ

学習をしようとする感想などから、桑守先生の講

義に対する興味・関心は得られた。 

 
 

 仮説・検証とは  

(2)仮説をたてて検証しよう 

○日時 

第１時 平成 24 年４月 17 日（火） 
 第２時 平成 24 年５月１日（火） 
 第３時 平成 24 年５月８日（火） 
○場所 

 化学実験室 31 
○担当者 

三阪良一（化学） 二宮  祥（生物） 
坪井民夫（物理） 盆子原淳史（化学） 

○研究開発の内容 

【第１時】仮説・立案 
①「反転卵」（黄身と白身の入れ替わっている

ゆでたまご）の画像を見て，作り方の仮説を

たて，ディスカッションする。 
②ディスカッションの結果を発表する。 
③第 2時で検証実験を行うために必要な手順と

道具を考える。 
【第 2 時】検証・考察 

①第 1 時で考えた仮説にもとづいて，班ごとに

「反転卵」の検証実験を行う。 
②実験結果をワークシートにまとめ，失敗また

は成功の原因について，班ごとにディスカッ

ションし考察する。 

【第３時】発表会 

①第２時で行った検証実

験の結果と考察を，班ご

とに発表する。 

②発表に対して質疑応答を行う。 

③指導者から，反転卵の作り方の解答と，講評

を行う。 

○成果 

与えられた

テーマに対し，

グループで討

議しながら仮

説を立て，検証

実験を行い，考

察を加え，発表を行うという一連の過程を体験す

ることで，自然科学の研究手法を経験することが

できた。 

 また，実験の際には，単に漠然と行うのではな

く，数値的な条件をしっかりと記録しながら実施

する必要があることが理解できた。 

 発表では，質問ができるように主体的に聞くこ

と，意見を交換する中で研究が深化することを身

を持って体験できた。 

 

 

 研究スキルの修得Ⅰ  

(3)物理・化学・生物の基礎研究をやろう 

○方法 

課題研究に向け，物理・化学・生物分野の調査・

研究に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。

身近な自然や現象から研究課題を見つけ、仮説を

たててグループで協力して調査し、考察する。 

理数科１年生全員をＡグループ(男７，女７)，
Ｂグループ(男７，女６)，Ｃグループ(男７，女６)
の３グループを編成し，物理・化学・生物の指導

教員の元で各分野４時間のローテーションで基

礎研究を行う。あわせて，環境・食品・安全・健

康など，科学と人間生活の関わりや，科学におけ

る倫理観について学び，考察する。 

主な基礎研究のテーマは 

物理は「うどんタワー・構造と強度，安全」 

化学は「ビタミンＣの検出実験」 

生物は「十六夜山探究」 

○日時と分野 
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第 １回６月 12 日（火）Ａ物 Ｂ化 Ｃ生 
 第 ２回６月 19 日（火）Ａ物 Ｂ化 Ｃ生 
 第 ３回６月 26 日（火）Ａ化 Ｂ生 Ｃ物 
 第 ４回７月 10 日（火）Ａ化 Ｂ生 Ｃ物 
 第 ５回７月 17 日（火）Ａ生 Ｂ物 Ｃ化 
 第 ６回９月 ４日（火）Ａ生 Ｂ物 Ｃ化 
 第 ７回９月 11 日（火）Ａ物 Ｂ化 Ｃ生 
 第 ８回９月 18 日（火）Ａ物 Ｂ化 Ｃ生 
 第 ９回９月 25 日（火）Ａ化 Ｂ生 Ｃ物 
 第 10 回 10 月 ９日（火）Ａ化 Ｂ生 Ｃ物 
 第 11 回 10 月 ９日（火）Ａ生 Ｂ物 Ｃ化 
第 12 回 10 月 16 日（火）Ａ生 Ｂ物 Ｃ化 

○場所 

 物理実験室 32  化学実験室 31  
生物実験室 22 

○担当者 

坪井民夫（物理）  三阪良一（化学）  
盆子原淳史（化学） 河原和博(生物) 
二宮  祥（生物） 

  

 ○成果 

物理・化

学・生物分

野の研究を

体験するこ

とにより， 

観察の仕方や基礎的な実験技能を修得した。この

中で、自分の興味や関心のある内容から研究課題

を考えることにつながった。2年次への科目選択

の時期でもあり，幅広い分野の研究体験を通じ，

自分の進路目標を考えるためにも役立った。 

研究時間は短かかったが，仮説をたて、検証す

る方法を考え，グループメンバーの役割の確認や

共同研究への意識も高まった。 

  

 研究スキルの修得Ⅱ  

(4)ミニ課題研究をやろう 

○内容 

自分の興味ある分野に分かれ，グループで短期

間の課題研究を行う。この中で，課題研究の研究

過程や手順を身に付け，発表能力やプレゼンテー

ション能力を身に付ける。普通科のテーマ別研究

＝十六夜 Primary Study (iPS)と共同発表を行う。

また，各分野の研究を通して環境・食品・安全・

健康など，科学と人間生活の関わりや，科学にお

ける倫理観について探究し，考察する。 

 

○日時 

第１回 11 月６日(火) ガイダンス 
第２回 11 月 13 日(火) 研究 
第３回 11 月 20 日(火) 研究 
第４回 11 月 27 日(火) 研究 
第５回 12 月 11 日(火) 研究 
第６回 12 月 18 日(火)  iPS 構想発表会 
第７回１月 8 日(火)  研究 
第８回１月 15 日(火)  研究 
第９回１月 22 日(火)  研究 
第 10 回１月 29 日(火)  研究・救急法講習会 
第 11 回２月 12 日(火)  研究 
第 12 回２月 15 日(金)  iPS 発表会Ⅰ 
第 13 回２月 19 日(火)  来年度ガイダンス 
第 14 回３月 19 日(火)  iPS 発表会Ⅱ 
 
○研究テーマ 

【 物理分野 】 

場所:物理実験室 32 

・スターリングエン 

ジン車の製作 

担当者：坪井民夫 

【 化学分野 】 

場所:化学実験室 31 

・化学法則の検証  

・医薬品の合成 

・食品の熱量の測定 

担当者：三阪良一，  

盆子原淳史 

【 生物分野 】 場所:生物実験室 22 
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・ドングリの堅果 

 の発芽の研究 

・ゾウリムシの速 

度の研究  

担当者：河原和博 

二宮 祥 

  

第６回 12 月 18 日 iPS 構想発表会 
各グループ

の研究の構

想を発表 
 
 
 
 

第 12 回２月 15 日 iPS 発表会Ⅰ 
研究成果をポ

スター発表 
 

○生徒の感想 

・自分たちで研 

究を初めから 

終わりまで考 

えてできるか 

らすごくいいと思う。グループの中で意見を出し 

合いしっかり考えるのが楽しい。 

・１週間の楽しみの１つでした。スターリングエ

ンジンが動いたときの感動は良かったです。 

・楽しいし，自分で考えたり作ったりとてもおも 

しろくて楽しいです。課題研究が充実したものに 

なるよう頑張ります。 

 

３．検証(成果) 

 
A B C D 

Ｑ1 
物理をもっと勉強してみ

たいと感じた 
28 59 8 5 

Ｑ2 
化学をもっと勉強して 

みたいと感じた 
33 49 13 5 

Ｑ3 
生物をもっと勉強して 

みたいと感じた 
21 49 28 3 

Ｑ4 
科学に対する興味関心が

高まった 
56 38 5 0 

Ｑ5 
実験や研究に対する興

味・関心が高まった 
67 23 10 0 

Ｑ6 
研究の方法や仮説・検

証の手法が身についた 
31 54 15 0 

Ｑ7 
実験や製作の技術が身

についた 
36 51 13 0 

Ｑ8 
科学的な見方や考え方

が身についた 
26 62 13 0 

Ｑ9 
発表の方法やポスター

まとめ方が身についた 
28 56 13 3 

Ｑ10 
早く課題研究をやって 

みたいと思った 
44 46 8 3 

 

生徒は研究を楽しみにするなど，高い意欲で取

り組んできた。それぞれのグループに対し，研究

内容や実験方法や考察について，質問や議論を交

わす姿勢が見られるようになり，お互いに刺激を

与え合う中で，発表の機会毎に発表内容とプレゼ

ンテーション力が向上した。また，２年生の課題

研究発表会で英語による発表が登場したことが

きっかけとなり，１年生ながら英語ポスターを製

作，英語発表を目指し国際化への意識が高まりつ

つある。十六夜サイエンスプログラム(iSP)，科

学部の活動，東京横浜研修では，ポスター製作や

発表の機会を設定したことも発表力の向上につ

ながった。２年次の課題研究へのステップとして

高いモチベーションを確立できた。 

 

４．今後の課題 

 オリエンテーション指導から始まり，探究学習

の体験，物理・化学・生物分野の指導，ミニ課題

研究，研究発表会への参加と系統的な指導が行わ

れたが，手探りの実施であった。目に見えるプレ

ゼンテーション力の向上は認められたが、本題の

仮説・検証・科学的なものの見方については成果

の検証が十分できていない。基礎基本から自ら意

欲的に研究に取り組ませるための指導体系をつ

くることが必要である。 
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２．十六夜ｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ｉSP） 

(1)ＳＳＨ校外研修Ⅰ 

〈フィールドワーク研修〉 

１．研究開発の仮説 

 理数科１年生を対象に，フィールドワーク，自然

観察と発表，研究施設見学を行うことで，自然観察

力と科学的思考力，科学的コミュニケーション能力

と，自然科学研究への興味関心を高めることができ

る。 

○日時 

 平成24年５月 28日(月)～29日(火) 

○場所 

 １．岡山県立自然保護センター 
 ２．竜天天文台 
 ３．岡山県生物科学研究所 

○対象生徒・引率教員 

 １年生理数科39名 
教諭 坪井民夫（物理） 二宮 祥（生物） 
講師 大道晃平（数学）  荒木美絵（生物）  

○講師 

 岡山県立自然保護センター 森 生枝，西本 孝 
 竜天天文台 辰巳直人  
 岡山県生物科学研究所 後藤 弘爾 

２．研究開発の内容 

[ 事前学習 ]  ５/22 
①  引率教員から，各施設の概要と各所における研

修の目的，研修内容の説明を受ける。 
② 生物教員からフィールドワークと生物観察にお

ける要点，スケッチの仕方等の指導を受ける。 
 

[岡山県立自然保護センター]５/28 9:30～16:30 
動植物観察のフ

ィールドワーク

及び発表。 
① 指導員から

センターのポイ

ント，危険生物

についての説明

を受ける。 
② 班ごとにデジタルカメラ，スケッチ用紙，観察用

紙を携帯し，観察記録を取る。（120分） 

 
③ 採取した生物

資料を顕微鏡・図

鑑等を利用して観

察。また捕獲した

外来種のウシガエ

ル，ヌートリアは，

指導員や引率教員

から指導を受けて解剖し，体型や内臓の仕組み，

食餌等について調べる。（90分） 
④ 班ごとに調べた内容をまとめる。（30分） 
⑤ 班ごとに発表。この際，プロジェクターを用いて

デジカメの撮影画像をプレゼンしながら説明す

る。その後質疑応答。（60分） 
 

[ 竜天天文台  ]  
５/28 18：00～ 
① 天文台職員か

ら天体観測におけ

る基礎講義を受け

る。 
② ドーム内の大

型天体望遠鏡によ

る月，土星の観測。 
③ 天体望遠鏡，双

眼鏡を自分で操作

しての天体観測。 
④ 班ごとに１日

の研修成果を発表。

その後質疑応答。 
[ 生物科学研究所 ]  5/29 10：00～15：00 

① 研究員講義

「科学リテラシ

ーの重要性につ

いて」聴講。 
② 研究員講義

「遺伝子組み換

えの方法と，種

改良への応用，

その成果」聴講。 
③ 研究員講義

「研究者になる

ために」聴講及

び質疑応答。 
④ 研究所内施 
設見学と研究の説 
明。 
⑤ 研修のまとめ 
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○生徒の感想 

[ 岡山県立自然保護センター ]  
・いつもは気にしないことを注目して見ることが 
できてワクワクした。特徴による利点と欠点や，生

息場所との関係など，考えるほど興味が湧いた。友

人の発表を聞いて次々と疑問がわき，本当におもし

ろかった。 
・目的をもって観察することで、これまで「雑草」 
と認識していたものが不思議なもののように見える

ようになった。自然に対する認識が変わった。 
[ 竜天天文台 ] 
・天体望遠鏡で星を見たことがなかったので、星 
を見たときは感動した。テレビや本で見るだけだ 
ったものが自分の目で本物を見られて感動した。

人々が昔から宇宙を知りたいと思ってきた理由がリ

アルに感じられた気がした。 
[生物科学研究所] 
・遺伝子組み換えや読み取り装置、抗生物質や酵 
素などおもしろそうで興味深いことばかりだった。

実際に研究を行っている場に触れることができとて

もよかった。研究職にあこがれた。 
・研究者とは、まだ誰も答えを知らないことにつ 
いて実験し、解明していくというとても熱い職業な

のだとわかった。  

３．検証(成果) 

  質問紙調査をもとに教員２名によりルーブリック

を作成し，分析を行った。 (数値は ％) 

 

 ５月実施の科学部サイエンスキャンプに参加し，

フィールドワークと発表を経験している生徒が多く

おり，また「サイエンス探究Ⅰ」での活動と発表を

体験していることで，班別のフィールドワーク～発

表～質疑に至る流れが非常にスムーズに運んだ。班

のメンバーで協力して探究を行う姿勢，発表の内容，

質疑応答など，体験を積む毎に内容レベルも向上し，

人前での発表に対し自信を深めてゆくことが確かめ

られた。 

 天文台では初めて天体望遠鏡で観測を経験する生

徒も多く，天文学等・地学分野特有の自然科学のス

ケールの大きさを体感させる研修の参加への重要性

を感じた。観測時間を十分取れなかったにも関わら

ず，「宇宙に感動した」という感想が多数みられたよ

うに，興味関心を喚起させることができた。 

 生物科学研究所では，研究員から直に研究の話と

研究施設や機器の説明を受けて，「暗い，実験室に閉

じ籠もっている」といったネガティブイメージから，

「挑戦，未知のものを探究する熱い職業」というポ

ジティブイメージに変わったという感想が数多くみ

られた。職業としての研究は，特定の限られたイン

テリが行っているというイメージが根強いようであ

り，将来，自然科学研究に携わる人材を育てるため

には，このような研究者と職場に触れ，自分の能力

を発揮できるアクティブな職種であることを体感す

る機会が不可欠であると痛感した。また，生徒には

「人に役立つ」＝「医療，福祉系」という限られた

職種の図式が根強かったが，今回，「研究を通して人

の役に立つことができるとわかった」という感想が

多かったのも重要な成果である。 

 

(1) ＳＳＨ校外研修Ⅱ 

 〈先端科学研修〉 

１．研究開発の仮説 

 高度な科学技術や研究の実際を学び，体験を深め

て理数科生徒の学習意欲を喚起する。また,将来の進

路選択に役立つ。 

○日時 

 平成24年７月 24日(火)  8:25～16:00 

○場所 

 高輝度光科学研究センター 

 （Spring８，SACLA，ニュースバル） 

○対象生徒・引率教員 

 １年生理数科37名 
坪井民夫（物理） 大道晃平（数学）   
横山政幸（情報）  

○講師 

 高輝度光科学研究センター 研究員 および 
 兵庫県立大学理学部 教員 

２．研究開発の内容 

[ 事前学習 ]   
７ /23  10:25～

11:15 
物理教員より，

放射光の性質と，

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

自 然 観 察 力 41 56 3 0 

科学的コミュニケーション 33 49 18 0 

科 学 的 思 考 力 41 44 13 3 

自然科学研究への関心 46 44 8 0 
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訪問施設の概要およびその利用について学習。 
 [当日]７/24 
① 高輝度光科学研究センター職員から，放射光の

仕組みとその性質，利用について講義聴講。 
② 大型放射光

施設 Spring８
及びX線自由電

子レーザー施設

SACLA を見学。 
③ 放射光普及    

棟にて展示物の

見学と説明，質

疑応答。 
④ 中型放射光施設ニュースバルの見学および研究

紹介。 
・加速器停止中のため，超伝導マグネットなど加 
速器本体の内部の見学。 

・ビームラインおよび研究ハッチ内の見学。 
・半導体製造工程の技術開発など，研究内容の紹介 
と研究室見学。 

⑤研修のまとめ。 

○生徒の感想 

・タンパク質の正確な構造など，原子とか分子とか 
目に見えない大きさのものを見えるようにする，と 
いうのがすごいことだと思った。  
・ニュースバルでは中を見ることができてとてもお 
もしろかった。宇宙以上の真空にしているとか，磁

石の強力さとか，研究室の中を自転車で移動すると

か，本当にすごいところだと思った。  
・電子を光と同じくらいまで加速したり，その光を 
利用して髪の毛の何千分の一の回路を半導体に作っ 
たり，宇宙空間以上の真空にしたり，とすべてが精 
密すぎて人間の作ったものとは思えないほどでした。 

３．検証(成果) 

 
 施設の巨大さと精密さとハイテクさに生徒は一様

に衝撃を受け，先端科学がどういうものかを感じ取

ることができた。 
 ただし，放射光そのものが１年生には難しすぎる

内容のため，研究内容の理解や，施設の意義の理解

については，厳しいものがあった。 

 内容の理解よりも，先端科学施設・研究への驚き

から将来にむけての探究意識を拡大させることを主

眼に置いた研修として位置づけられる。 

 

(2)ＳＳＨ博物館研修Ⅰ 

  〈津山洋学資料館〉 

１．研究開発の仮説 

津山洋学資料館での研修を行うことにより，郷土

理解を深め，さらに自らも科学分野で地域や世界に

貢献したいという意欲が高められる。 

○日時 

平成 24年５月24日(木)  13:30～16:00 

○場所 
岡山県津山市 西新町5  「津山洋学資料館」 

○対象生徒・参加教員 
理数科２年生40名 
 井上 博（数学） 島田昌郎（地歴） 
 佐藤文寛（物理） 

○講師 

津山洋学資料館  
学芸員（館長） 下山純正 

２．研究開発の内容 

①美作地区を代 
表する洋学者  
達に関するビ 
デオの鑑賞。 
②学芸員による 
「洋学につい 
 て」および「津 
山の洋学者達 
について」聴講。 
③2グループに 
分かれ，学芸員 
による館内の 
重要展示や資 
料等の説明を

受ける。 
④館内において,各々興味のある展示を自由見学。 
⑤館長から洋学についての説明を受け，質疑応答。 

○生徒の感想 

・今日まで津山に住んで私は 13年になるけど，こ 
んなに蘭学にたずさわっている有名人［？］がい 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

内 容 の 理 解 33 61 6 0 

先端科学への興味関心 58 36 6 0 

進 路 意 識 ( 研 究 意 欲 ) 25 50 20 6 
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るとは知らなかったので知れてよかった！！ 
・何年も前に学者が作り出した語句や文字が現在 
も多く使われていることに驚いた。 
・今日の経験をいかして，視野を大きく持ち，課 
題研究をしていきたいです。 

３．検証(成果) 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

郷土の科学への理解 73  24  0  3  

研究に対する意欲 47 41  13  0  

 
今回の研修を通し，生徒たちの郷土への理解や探

求心を高めるためのモチベーションの変化が多少な

りともみられたと考えることができる。 
郷土理解については，生徒たち自身の住む地域が

近世の自然科学や医学の発展の基礎を担った多くの

人材を排出していることを知り，地域の誇りと蘭学

研究という先進性の土地柄であることを理解するこ

とができた。 
しかし，洋学への興味関心については，期待して

いた程の高まりは無かったと考えられる．これは，

生徒たちの関心のところが過去の歴史遺産ではなく，

実際の目に見えたり捕らえられる物象にあるからで

あると考えられる。今後の課題として，過去（歴史）

から今を学ぶことの大切さを，いかにして気付かせ

るかが重要となる。 

 

(2) ＳＳＨ博物館研修Ⅱ 

 〈つやま自然のふしぎ館〉 

１．研究開発の仮説 

 博物館に展示されている多種の動物標本（剥製）

の観察を通して生物の多様性を体感し，動物の体の

構造と生活機能の関係を理解するとともに，生物多

様性の維持の重要性について学ぶ過程で,郷土の理

解と科学教育への関心を深めることができる。 

○日時 

 平成24年 12月７日（金）14:30～16:30 

○場所  津山市山下 98-1 

 「つやま自然のふしぎ館」 

○対象生徒・参加教員 

 １年理数科39名 
教諭 坪井民夫（物理） 二宮 祥（生物） 

講師 佐藤文寛（物理）  

○講師 

 つやま自然のふしぎ館（館長） 森本信一  

２．研究開発の内容 

[ 事前学習 ]  12/６  
○ 生物教員から，博物館の概要と研修の目的， 
内容の説明を受ける。 

○ 教員から生物の形態観察における要点，スケ

ッチの仕方等の指導を受ける。 
 

[つやま自然の

ふしぎ館 ] 
 12/７  
14:30～16:00 
(1)森本館長講

演  観光セン

ター会議室 

「地球温暖化のメカニズムと野生生物に与える

影響」聴講 

つやま自然のふしぎ館の紹介と地球温暖化のしくみ， 
地球温暖化と野生生物の実態を聴く。 

参加対象が１年生であり，生物では生態系や分 
類を履修していないため,講義内容は生徒にとって 
初めて聞くことが多く，難解な内容であったが，途 
中，質疑応答による補足解説を適宜加えながら実施 
した。 
(2)研修 
 哺乳類の形態観察およびスケッチ実習を行う。 
 館内見学では，迫力ある標本や剥製と,展示数の多

さに驚いていた。特別の計らいにより,展示ケースの

中に入ることを許され,剥製に直接触れることがで

きた。爪・歯・骨格・体型などの細部を観察しなが

らスケッチを行うことができた。 
(3)研修のまとめ  観光センター会議室 
 観察結果・考察したことを発表・質疑応答。 

○生徒の感想 

・草食動物と肉

食動物の違いも

教科書で習って

知っていたけど，

実際に見たり観

察したりするこ

とで，より多く

の違いがわかった。 
・ガラスケースの向こう側にある剥製は，普段な 
ら絶対に触れられないので，触れることができて， 
とても貴重な体験ができたと思う。 
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・地球の温度が１～２℃あがっただけで，寒冷地に 
生息する動物たちの30％が絶滅することを聞き，と 
ても驚きました。 

３．検証(成果) 

特別に展示室内での観察ができ,観察スケッチを

熱心に取り組んだ。研修報告や質疑も活発に行われ,

環境と生物の関わりを知るなど，参加生徒の意識の

高まりと博物館研修の感動がうかがえた。  

 

(3) ＳＳＨ大学連携研修Ⅰ 

 〈生命科学コース研修〉 

１．研究開発の仮説 

 大学において実験・実習を行うことで、生命科学

分野における先端的な機器を用いた高度な自然科学

研究を実体験し，大学での研究に触れるとともに研

究の手法や，仮説・検証の過程を修得することがで

きる。 

○日時 

 平成24年８月７日（火）～８月８日（水） 

○場所   福山市学園町１ 

福山大学 生命工学部  

○対象生徒・参加教員 

 理数科１年生 希望者23名 
教諭  山本隆史（生物）  講師 荒木美絵（生物） 

○講師 

 福山大学生命工学部  

秦野琢之 教授 太田雅也 教授 宮尾夕子 助手 

２．研究開発の内容 

[ 事前学習会 ]  
 ８月６日本校教

員により，クロマ

トグラフィー，質

量分析機について

の事前学習を行う。 
[当日] 
「講義・生命科学

への誘い」 
 生命科学とは何か、遺伝子組換え食品に関するこ

とや微生物学についてなど，ライフサイエンスの現

在とこれからについて，生徒と質疑応答を行いなが

ら実施した。 
「実習・ガラスキャピラリーの製作」 

 ＴＬＣで用いる

ガラスキャピラリ

ーを，軟質ガラス

管から生徒自身が

作製する実習。 
実習・動植物組織

に含まれる糖脂質

の分離と同定Ⅰ 
実習・動植物組織に含まれる糖脂質の分離と同定Ⅱ 

３．検証(成果) 

質問紙調査をもとに教員２名によりルーブリッ

クを作成し，分析を行った。(数値は ％) 

 

(3)ＳＳＨ大学連携研修Ⅱ 

 〈地球環境コース研修〉 

１．研究開発の仮説 

 大学において実習を行うことで、地球環境分野に

おけるフィールドワークを中心とした自然科学研

究を実体験し，大学での研究に触れるとともに研究

の手法や，仮説・検証の過程を修得することができ

る。 

○日時 

 平成 24年 10月 27日(土)～28日(日)  

○場所  岡山県真庭市蒜山上徳山 

鳥取大学農学部フィールドサイエンスセンター 

「蒜山の森」  

○対象生徒・参加教員 

 理数科１年生 希望者 １３名 
坪井民夫（理科） 大道晃平（数学）   

○講師 鳥取大学農学部 山本福壽 教授 

２．研究開発の内容 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

野生動物への興味・関心 60 36 5 0 

技 術 技 法 の 習 得 58 39 5 0 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
技  能 41 36 18 5 
関    心 53 39 8 0 
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[ 事前学習会 ]10月 26日（金）15：45～ 
自然観察の視点，大山・蒜山による火山性噴出物

土壌と植生や農業との関係，三平山登山道での植生

の垂直分布，遷移状態,標高と気温変化，山の形と岩

質，果実の構造と味，運ばれ方（分布の広げ方・想

定している動物など），生存戦略，実際の分布状況。 
樹冠の様子，植生分布，遷移状態，樹木の構造， 
枝の付き方，寄生植物（つた類など） 

[当日] 
研修Ⅰ ガイダンスおよび講義 

   「中国山地の生態系について」 

研修Ⅱ「中国山地の植生の観察（フィールドワー

ク）」 

研修Ⅲ「樹上観察実習・ジャングルジムからの樹冠

観察」（フィールドワーク） 

研修Ⅳ「そば打ち実習」 

研修Ⅴ「標高による植生変化と蒜山地域の土壌」(三

平山登山) 

 

○生徒の感想 

・２日間連続の山登りは正直きつかったけど，いつ

もは何気なく通り過ぎていた草や木が食べられたり，

いろいろな性質があったりと，新しい発見が多かっ

た。山は登るにつれ，木や草の種類が変わるのがよ

くわかった。その木がそこに生えているのは理由が

あるのがわかった。私が今回の研修で学んだことは、

今の日本の生態系のことと、フィールドワークの楽

しさです。 

・日本の生態系はとても豊かな土壌や気候など 

に恵まれ、素晴らしい環境になっていたが、人 

が外国から連れてきた外来生物がその生態系を崩し

ているということが分かりました。日本古来 

の自然を守るためにも外来生物について社会全体で

考える必要があると感じました。 

・フィールドワークでは、ロープ１本だけで木に登

ることができることに驚きました。ロープの結び方

にも一つ一つ意味があって、考え出した人はすごい

と思いました。また、植生の観察も行い、標高によ

って生えている植物の違いを見ることができました。 

３．検証(成果) 

 質問紙調査をもとに教員２名によりルーブリ 

ックを作成し，分析を行った。(数値は ％) 

 

(4)ＳＳＨ科学セミナーⅠ 

  〈光量子セミナー〉 

１．研究開発の仮説 

 研究者からの最先端の研究の講演を聴講すること

で，宇宙を貫く基本原理と未解明の問題を知り，自

然界の不思議を科学的に追究する態度を育てること

ができる。 

○日時 

 平成24年６月９日（土）13:00～14:30 

○場所 

 津山高校 物理32実験室 

○対象生徒・参加教員 

 １・２年生希望者37名 
※生徒内訳   １年20名  ２年17名 

       普通科20名 理数科17名 
 坪井民夫（物理） 二宮 祥（生物） 
 村上貴澄（英語） 
 佐藤文寛（物理）  横山政幸（情報） 

○講師 

 岡山光量子研究所 杉野文彦 主任研究員 

２．研究開発の内容 

 土曜講座３

限を活用し，

１，２年生の

希望者を対象

に講座を開講

した。 
 対象が１，

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  
野外研究への興味 69 31 0 0 
生物多様性の理解 85 15 0 0 
自然探究への関心 85 15 0 0 
地球環境学習の意欲 69 15 15 0 
環境・生態への関心 15 46 8 0 
科学研究への意欲 31 54 15 0 
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２年生で物理の履修範囲がまだ初歩であり，講義内

容が素粒子物理学と宇宙論という高度な内容である

ので，途中，質疑応答と物理担当教員による補足解

説を適宜加えながら実施した。 
[講演内容] 
①物質は何からできているか，クォークとレプトン

について 
②４つの力 
③ヒッグス粒子と質量の起源 
④宇宙の起源と謎，ダークマターとダークエネルギ

ーについて 

○生徒の感想 

・興味のある分野だったので楽しく面白い講座だっ 
た。内容はとても難しかったが，物理についての意 
欲や興味がわいた。 
・ダークマターやダークエネルギーは特に興味があ

った。本で読んでわからなかったことが，今日の講

義で理解できた。 
・自分は文系だが，科学や物理はとても好きなので，

こんな講座があればまた参加したい。大変興味深か

った。 

３．検証(成果) 

希望者対象の講座のため，参加者の意識が高く，

高度な内容であるにも関わらず熱心に聴講していた。

質疑も活発に行われ，講師からも「こんなに質問が

たくさん出るのは久しぶり」とのことであった。 

 普段触れることのできない素粒子物理学や宇宙論

の最先端の研究に接することのできる貴重な機会を

提供することができた。感想からもテーマに対する

意識の高さがうかがえた。 

 質問紙により，素粒子・宇宙分野への興味の向上

と，進路（研究者になってみたいか）を尋ねた。高

度な内容にも関わらず興味の向上には大いに役立っ

ている。進路意識につなげるにはさらにさまざまな

分野で実施する必要がある。 

 

(4) ＳＳＨ科学セミナーⅡ 

 〈遺伝子実験セミナー〉 

１．研究開発の仮説 

 遺伝子発現を制御する先端の技術を体験すること

で,生命科学に対する理解を深め,科学研究に対する

意欲を高めることができる。 

大学において実験・実習を行う内容や，生命科学

分野における先端的な機器を用いた高度な自然科学

研究を実体験し，大学での研究に触れるとともに研

究の手法や，仮説・検証の過程を修得することがで

きる。 

○日時 

 平成24年８月 24日（金）10:15～14:20 
○場所 

津山高校 生物地学実験室22   

○対象生徒・参加教員 

 理数科生物選択者 ２年生17名 同３年生９名  
教諭 二宮 祥（生物） 山本隆史（生物） 
講師 荒木絵美（生物） 

○講師 

 阿保達彦 岡山大学大学院自然科学研究科  

２．研究開発の内容 

大腸菌を培養し，

その生育を観察

し,β-ガラクト

シダーゼの量を

測定することに

より,培養の条

件や遺伝子型の

違いがβ-ガラ

クトシダーゼの

発現量に与える

影響を確認する。 

 

○生徒の感想 

・今回の実験では大学で使うような器具を使用した

り、高校で習うけれども普段はやることのない実験

ができたので貴重な体験になった。大腸菌のつくる

物質によって反応が起きたり起きなかったりすると

いうのは興味深い。どういう条件下でその物質を作

り、条件を外れるとなぜその物質を作らないのかと

いうことにはすごく探究心を刺激される。生物学は

先生方が言われるように、まだまだ新しい学問だか

ら未知の部分が多いと思う。将来、少しでもその「未

知の領域」を知ってみたいと思う。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

素粒子に興味が深まった 53 38 3 6 

将来研究者になりたい 34 25 31 9 
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３．検証(成果)  

 

希望者対象の講座のため，参加者の意識が高く， 

２年生は,ＤＮＡは学習をしていないにもかかわら

ず器具・機器の操作技術を学び,目に見えない遺伝子

の世界の検証に興味を示した。高度な実験レベルを

体験し,大学での研究に意欲を示した生徒が多く見

られた。将来の進路の参考になった生徒も約８割お

り,生命科学への理解と関心に結びついている。 

 

(4)ＳＳＨ科学セミナーⅢ 

 〈放射線セミナー〉 

１．研究開発の仮説 

 放射線の種類と性質及び，その利用について学ぶ。

また，霧箱での観察と，自然放射線測定の実験によ

り，身の回りに存在する放射線についての科学的な

知見を持ち,安全のための行動ができるようになる。 

○日時 

 平成24年８月 24日(金) 13:00～16:00 

○場所 

 津山高校 物理32実験室 

○対象生徒・引率教員 

 １年生39名 

坪井民夫（物理） ALT サミュエル・デュモン 

○講師 

 林 慎一郎 広島国際大学保健医療学部 

２．研究開発の内容 

[事前学習]  ８/23 9:25～10:15 
物理教員から，放射線について予備学習を受ける。 

 ・放射線とは 

 ・放射線の種類と性質，放射性同位体について 

 ・放射線の発生源と自然放射線 

 

[当日]  

本校ＡＬＴが補助講師として参加することで，科

学英語コミュニケーションも試みた。 

［Ⅰ講義］講師から放射線について講義を受ける。 

 ・放射線の種類と性質，発生の仕組み 

 ・放射線観察の方法（霧箱の仕組みと，測定装置） 

 ・生体への影響と防ぎ方 

 ・放射線の医療や産業への利用 

［Ⅱ実験・霧箱による放射線の観察］ 

① タッパーとスポンジ，エタノール，ドライア

イスを用いて，班ごとに霧箱を作成。 

② 作成した霧箱にα線源（ランタンのマントル）

を入れ，飛跡を観察。 
③ α線源を外し，バックグラウンド放射線（宇

宙線）の飛跡を観察。 
［Ⅲ実験・自然放射線の測定］ 

① 自然放射

線の発生源と

特徴（水によ

る遮蔽など）

について説明

を受ける。 
② 班ごとシ

ンチレーショ

ン・カウンター「はかる君」を持って，校内各

所を測定。 
③ 測定結果を考察し，発表。 

○生徒の感想 

・放射線が身近なものだとわかった。宇宙線の飛跡 
が見えたときは感動した。 
・放射線が何か知らず，ただ怖いというイメージを 
持っていたが，正体を知ったことで少し安心した。 
・ ニュースの際の単位の意味がわかるようになっ

た。 

３．検証(成果) 

  

１年生にとっては難易度の高いテーマであるにも関

わらず，昨今の関心の高い話題であり，積極的な態

度で受講できていた。特に健康への影響の評価につ

いては，科学的・客観的な視点を獲得することがで

きている。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

遺伝子技術の理解 20 60 20 0 

遺 伝 子 へ の 興 味 53 40 1 0 

研究への興味関心 40 36 22 1 

大学研究への興味 60 33 1 0 

将 来 の 進 路 36 47 20 0 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

放 射 線 の 理 解 45 55 0 0 
自然放射線の理解 45 55 0 0 
影 響 の 理 解 39 58 3 0 
放射線の利用の理解 39 58 3 0 
実験実習への取り組み 53 39 8 0 
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(4)ＳＳＨ科学セミナーⅣ 

 〈医系セミナー〉 

１．研究開発の仮説 

 医系志望生徒を対象に、本校のＯＢであり国際的

に活躍されている東京大学医学部付属病院副院長 
光嶋勲先生の講演と座談会を行うことで、医系志望

者が国際的な視野を持つことができる。 

○日時 

 平成24年７月４日(木) 16:00～17:00 

○場所 

 津山高校 物理32実験室 

○対象生徒・引率教員 

 医系志望者 １年生10名 ２年生11名 

       ３年生５名 

坪井民夫（物理） 山本隆史（生物） 

○講師 

 光嶋勲 東京大学医学部付属病院副院長 

２．研究開発の内容 

［講義］ 

 ・最先端の医療 

 ・海外の医療事情 

 ・国際的な視野を持つ意義 

 ・高校時代の経験 

○生徒の感想 

・本校SSHの運営指導委員として超多忙の中，来校

された光嶋先生は，後輩である私達との座談会の機

会を作っていただきました。期末テスト中でしたが，

先生と出会えるのを楽しみにして待っていました。 
・津山高校卒業後医学の世界に進まれ，顕微鏡をの

ぞきながら執刀するいろいろな超微小手術法を開発

され，今や世界中の医師がその高度な技術をマスタ

ーすべく先生の許に集まっているそうです。0.3mm
の血管の縫合などは，日本人でないとできない技だ

と聞いて驚きました。小さい頃から箸を使う器用さ

を持ち，指を使いものを作る生活体験が指先で勝つ

ことのできる潜在力となっているそうです。 
・海外でのライブ手術の様子や治療体験談も現在の

医学界で行われていることを知ることができました。 
・手術時の気持ちはどうかという質問に，手術では

患者の精神的な辛さを思いやり，必死で頑張ってい

る。これが患者との信頼を生み，手術してもらって

良かったと思う関係になっていると答えられ，プロ

フェッショナルの医師としての心を感じました。 

３．検証(成果) 

  

講義後の座談会では、光嶋先生と握手をしていた

だいたり励ましの言葉を頂いた。また、生徒の感想

から、学力はもちろんであるが、使命感や国際的な

視野を持つことの大切さが理解できたようである。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  
国 際 的 な 視 野 90 10 0 0 
研究への興味関心 75 25 0 0 
将 来 の 進 路 100 0 0 0 
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３．サイエンスエクスカーションプログラム（SEP） 

(1) SSH 東京横浜研修 

１．研究開発の仮説 

日本最先端の研究機関や施設において，現地体

験・研修を通して，研究に対する関心と意欲が高ま

る。全国の SSH 高校のハイレベルな課題研究発表

に参加することにより，今後の研究活動の指針を得

るとともに，発表能力とコミュニケーションスキル

が向上する。 

○研修日時 

平成 24年８月7日(火)～９日(木) 

○研修場所 

７日  東京大学駒場キャンパス･･････････ ① 

東京大学本郷キャンパス･･･････････② 

８日 パシフィコ横浜･･･････････････････③ 

日本科学未来館･･･････････････････④ 

９日 理化学研究所横浜研究所･･･････････⑤ 

○対象生徒・引率教員 

普通科１年生９人，理数科１年生９人 
坪井民夫(物理)  二宮 祥(生物) 

２．研究開発の内容と目的 

① 東京大学在籍中の本校 OB(３名)による大学

及び大学院の自然科学関係研究室の案内によ

り，第一線の科学研究に取り組む教官・学生の

姿勢を肌で感じることにより，意欲を向上させ

る。 
② 東京大学医学部付属病院副院長光嶋勲教授

(SSH運営指導委員)による医学研究に関する講

話を聴くことにより，国際舞台での活動の実際

を知り，研究者としての姿勢を学ばせる。 
③ SSH生徒研究発表会の様子を視察させ，全国

SSH校の研究の実態を把握させ，研究の視点と

発表のスキルを学ばせる。 
④ 日本科学未来館にて専門研究員の指導によ

る実験を体験させることにより，必要な実験技

能の修得し，広範な科学的な知識を得させる。 
⑤ 理化学研究所横浜研究所にて研究チームに

よる最先端研究を進める研究者の仕事の内容

や，研究機器の開発について学ばせる。 

○生徒の感想 

①東京大学駒場キャンパス 

・様々な最新の機器を研究に利用していた。最高レ

ベルの研究に必要となる諸施設が充実してい

ることにとても感動した。 
・研究室のスタッフから伝わってきた「知的好奇心」

にすごく共感した。 

 
②東京大学本郷キャンパス 

・医療器具の実物を見て高度な技術が必要なことを

実感した。将来を担う若い世代へのメッセージに感

動した。 
・私も世界で活躍し，夢を与えられるような人にな

ってみたいなあと思った。 

 
③SSH全国発表会(パシフィコ横浜) 
・国内・外国の高校生の研究に対する真剣な取り組

み姿勢を学んだ。今後の高校生活に生かし，将来社

会に貢献できるように頑張りたい 
・発表内容も興味深く面白かったが，それ以上にプ

レゼンがうまかった。解りやすい説明とポスターは

聞き手への有効な手段となっていた。 
・高度な研究内容だけではなく，図のデザイン力や

プレゼンテーションの力が必要だと思った。 

 
④日本科学未来館 

・DNAを取り出すのはとても難しそうだったが， 
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コミュニケーターの方の説明を聞き，正しく操作す

ると見事に成功した。とても楽しかった。 
・展示専属スタッフの人の話を聞き， 自分も研究し

たいという夢がふくらみ，研究者になってみたいと

思った。 

 
 
⑤理化学研究所横浜研究所 

・研究所では職員は英語でコミュニケーションをし 
ている。英語を高校生のうちにしっかりやっていた 
方が，将来役に立つと思った。 
・最新の施設を見て圧倒された。研究者にとって大 
切なことは，やりたいことをとことんやること。好 
きだからかんばる人が一番強いと思った。 

 

３．検証(成果) 

見学・研修・体験の感想文およびルーブリック評

価を行う。 

  A B C D 
科学技術への興味 86 14 0 0 
研究への関心・意欲 97 3 0  0  
将来の進路選択 91 9 0  0 
発表への関心・意欲 86 14 0 0 
国際的研究活動意欲 63 30 8. 0 
 

研究機関や先端産業施設が周辺にない本校にお

いて，１年生時に自然科学に研究をリードする現場

を体感しておくことは必要不可欠であり，夏季を利

用した２泊３日の東京・横浜での研修を実施した。

科学技術への興味関心と研究意欲が大いに向上して

いる。また，全国の高校生のハイレベルの研究発表

に触れることにより，研究意欲が高まった。 

(2)SSH 理数科講演会 

１．研究開発の仮説 

大学における自然科学の研究の実際を知ること

により，科学的な視野が広がり，将来の進路選択の

一助を得ることができる。 

○日時 

平成 24年６月21日（木）13:35～15:15 

○場所 

津山高等学校 100周年記念館ホール 

○対象生徒 

理数科１・２・３年生120名 

○講師 

広島大学大学院 生物圏科学研究科 
        准教授  長沼 毅 氏 

２．研究開発の内容 

「夢は地球外生命の発見」と題して，長沼 毅（広

島大学 生物生産学部 准教授）先生に講演会をし

ていただいた。前半は，長沼先生が研修者となる

までの道のりについて，高校時代の経験などを話

していただき，研究者を目指す生徒達にとって進

路選択の参考となった。後半は，プロの研究者と

して，生命の多様性や可能性（限界）を探ろうと，

深海，地底，南極や北極，火山・高山，砂漠とい

った辺境の極限環境に住む生き物についての調査

に関する話をしていただき，潜水調査船「しんか

い 2000」や「しんかい 6500」に乗って深海生物

を研究することやチューブワームに関する研究， 

 
 
 
 
 
 
南極の氷の下から木星の衛星であるエウロパやガ

ニメデなどについての研究を聞いて，生徒だけで

はなく教員も非常にワクワクした講演会であった。 
講演会終了後，希望者が集まり，長沼先生と座
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談会を行い，現在の研究分野に関して積極的な質

疑が行われたり，研究者としての仕事について質

問をしたりするなど，充実した座談会となった。 

○生徒の感想 

・先生の話を聞いて，研究者という進路も楽しそう

だと思った。 
・バクテリアやチューブワームについてあまり知ら

なかったので難しい場面もあったが，大切なのは挑

戦することだと思った。 
・チューブワームの事はおもしろいと思った。私は

生物学者を目指して頑張りたいと思った。 
・生命科学は大変面白いと改めて感じることができ

ました。多くある謎を解き明かすということは，ど

れ程面白いことだろうかと思い興味をそそられる

講演会で，本当に楽しかったです。 

３．検証(成果) 

講演会後に，４件法でアンケートを実施し，各学

年ごとに，各段階の評価を割合（％）で算出する。 

 A B C D 
大学院に進学し研究

者になりたい 32 43 21 3 
科学的視野が広がり

進路選択に役立つ 47 43 5 0 
大学での自然科学研究

の様子がわかった。 56 40 2 0 
生命科学研究への関

心が高まった。 72 25 2 0 

 

 

(3)SSH 創立記念日講演会・特別授業 

１．研究開発の仮説 

 研究者・教育者として海外で活躍されており，自

らも理数科高校出身である北川智子氏の講演と特別

授業を体験することで，学問を追究したり，目標を

実現するために努力したりすることの大切さを知り，

世界で活躍するための積極的な気持ちが育まれる。 

○日時 

  平成 24年 10月 30日（火）：全校講演会 
10月 31日（水）：特別授業 

○場所 

  津山高校 体育館 旧本館 大講義室 

○対象生徒・参加教員 

 10月 30日（火）：全校生徒814名 
10月 31日（水）： 1年生 279名 

○講師 

 イギリス・ケンブリッジ大学 客員研究員 
 北川智子 氏（中世数学史） 

２．研究開発の内容 

 １年生を

３グループ

に分け，そ

れぞれに対

して 45 分

間の特別授

業をして頂

いた。 
 授業は全

て英語で行われた。生徒は少人数のグループに分か

れて，英語による本校行事の説明，日本の美味しい

食べ物の紹介，などといった課題に取り組んだ。最

後に，代表生徒と北川先生による短い発表が行われ

た。 

○生徒の感想 

・いろんなことに挑

戦し，視野を広く持

つことで私たちの将

来はどんな方向にで

も広がっていくとわ

かりました。特別授

業ではほとんど英語

で話され，わからな

いところもありまし

たが逆にそれがいろ

んな人と相談でき，

考えることへとつながりました。 
・いろいろなことを恐れず，楽しみに変えて世界で

活躍するなんてすばらしいと思ったし，自分の世界

を広げることにつながるということがわかりました。

私も後悔することがないように，いろいろなことに

挑戦したいです。 

３．検証(成果) 

[アンケート集計結果] 

Q１ 将来，仕事や勉強で海外に行ってみたい。 
Q２ 英語で話すことの楽しさが分かった。 
Q３ 目標や自己実現を考えるきっかけとなった。 
Q４ 国際的な視点を持つために役立った。 
Q５ 自分も学問を追求してみたいと思った。 
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普通科 A B C D 

Q1 42 41 14 3 
Q2 44 47 9 0 
Q3 31 45 22 2 
Q4 50 39 11 0 
Q5 29 49 21 1 

     
理数科 A B C D 

Q1 56 28 15 0 
Q2 49 44 3 5 
Q3 46 41 13 0 
Q4 46 46 8 0 
Q5 36 51 13 0 

 

多くの生徒が国際的な視点を持つことの大切さ

や英語で話すことの楽しさを感じたようである。 

これまで海外に行くことに対して消極的だった

が，将来海外に行きたいと変化した生徒も多かった。

世界に飛び出すことに対しての抵抗感が薄れ，自ら

を向上させていきたいという刺激になった。 

すべての項目で理数科生徒の方がポイントが高

く，意欲の高さがうかがえる。 
 

 

(4)SSHイングッシュスーパーサイエンス（ES2） 

１．研究開発の仮説 

 理科を専攻していた ALT による，英語での理科

授業を受けることで，科学における英語実践力が身

に付く。また，公開授業とすることで，理科授業に

おける英語実践の方法の研究となり，教員の授業実

践力が向上する。 

２．研究開発の内容 

【第１回】 
平成 25年２月18日（月） 

 講師：岡山県立岡山一宮高等学校ALT 
エヴァン・ミルトン（生物） 

 内容：「Central Dogma」 
【第２回】 
 平成25年２月 21日（木） 
 講師：本校ALT 
    サミュエル・デュモン（物理） 
 内容：「Wave or Particle? ～ Invitation to 

Quantum Mechanics～」 

○対象生徒・参加教員 

 理数科１年生 39名 
参観教員    ９名（英語，理科，管理職等） 

 

３．検証(成果) 

 複雑な文法を用いなくても理論や現象を英語で説

明できることを理解し，生徒の英語へのハードルを

下げることができた。 
 講師は生徒の英語力をよく把握しており，明快で

わかりやすい授業を行い，生徒の理解度が高かった。 
 反省点として，生徒が英語に対して構えており，

受動的な面があった。質疑など双方向のやりとりを

増やす必要がある。 
 

(5) SSH 大阪大学工学部研修 

１．研究開発の仮説 

 大阪大学工学部と連携し，各学科の研究室見学お

よび，大学教員による講義，研究者・学生との交流

を行うことで，科学的な視野が広がり，研究開発に

携わることへの関心が高まり，進路選択の一助とな

る。 

○日時 

 平成25年３月 22日（金）実施予定 

○場所 

 大阪大学工学部 

○対象生徒・参加教員 

 引率  坪井民夫(物理)  平松昌浩(英語) 
１年生30名 

○講師 

 大阪大学大学院 工学研究科 赤松史光 教授 

２．研究開発の内容（予定） 

 本校OBである赤松教授から大学における研究の

実際と研究生活に関するお話を伺い，大学教授，大

学生と交流を行う。また，工学部各研究室を訪問し，

各学科における研究内容とそれぞれの分野について

のトピックを伺う。 
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４．科学部 

１．研究開発の仮説 

 理数科生徒全員と，普通科の意欲ある生徒に対し，

科学部を通してカリキュラムの枠を超えた指導を加

えることで，自然科学研究をリードするグローバル

人材に必要な要素を育成することができる。 

２．研究開発の内容 

今年度より，理数科１年生全員と普通科の意欲あ

る生徒を科学部所属とした。これにより，科学部を

利用した課題研究の発展研究，科学系コンテストに

向けた円滑な指導を可能にした。科学部顧問３名は

専属として，外部から非常勤講師３名を登用し，指

導体制を強化している。主な狙いは次の３点である。 
・カリキュラムの枠を超えた指導。 
・専門知識を持つ外部人材による指導。（英語を含む） 
・生徒同士の学年間の研究成果・知識・技能の継承。 
 

(1)サイエンスコーチングシステム(SCS) 
１．研究開発の仮説 

 専門的知識を持つ外部人材を科学部非常勤講師と

して登用し，専門的見地から科学部の指導を行うこ

とにより，科学的な見方や考え方を養うとともに，

科学に対する興味関心が高まる。 

２．研究開発の内容 

（科学部非常勤講師） 

 福田良輔：超伝導送電線開発など高度な技術開発

に携わった専門的知識を生かし研究指導を行う。 
 村上安弘：児童生徒発明クラブ等での指導の経歴

を生かし，研究指導を行う。 
 江原マルティーナ：ネイティブの外国語指導者と

して，英語指導を行う。 

３．検証(成果) 

・１年生による研究発表 ４本 
・１年生による英語研究発表 ２本 
・学会参加 ２本 

４．今後の課題 

生徒の研究テーマと専門分野の関係や，運動部と

掛け持ちしている科学部員が多く通常の活動日の科

学部参加人数が少ない日もあることなどから，十分

に効果が発揮できていない面があった。 
次年度は活動日と活動内容を明確化するなど，運

動部と科学部のすみわけをはかりながら，意欲ある

生徒をより緊密に指導する体制を整えたい。 

(2)サイエンスイングリッシュキャンプ 

１．研究開発の仮説 

 野外活動と英語コミュニケーションを組み合わせ

た活動を行うことで， 
①自然や生物に対する興味関心が高まる。 

 ②身の回りの自然現象に対する疑問の目，科学的

な考え方が身に付く。 
 ③英語コミュニケーションに対する抵抗感をなく

し，観察結果を英語で発表できる。 

○日時 

 平成24年５月３日～５月４日 

○場所 

 岡山県津山市加茂町倉見「黒木キャンプ場」 

○対象生徒 

 科学部１年生13名、２年生15名  

○講師 

 津山高等学校 科学部顧問 
  坪井民夫（物理），山本隆史（生物・地学）， 

三阪良一（化学），草加翔一（英語） 

２．研究開発の内容 

 １泊２日のキャンプにより，野外活動，自然観察，

生物採集，英語による発表，野外炊事を行う。 
①「テント設営実習」：テントの張り方を学ぶ。 

 
②「他人紹介 in 

English」：英語

インタビューと，

英語他人紹介を

行う。 
 
③「動植物採集」：動

植物各１点以上

を採集し，図鑑と

照合・同定し，生

態を調べる。 
 
④「成果発表 in 

English」：採集

した動植物に

ついて英語で

発表と質疑応

答を行う。 
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⑤「野外炊事 in English」：英語だけで野外炊事を

行い，夕食を作る。 
⑥「ふしぎ探し」：自然観察を行い，１人５つの「ふ

しぎ」を探し，班ごとに討議し，発表する。 
※夜間実施予定の天体観測は，雨天のため中止。二

日目に実施予定の「自然観察」も雨天のため中止。 
 

○生徒の感想 

・自然に対しては考えるほど不思議に思えることが

たくさんあった。当たり前のことを当たり前と思わ

ないでよく考えてみると，わからないことだらけだ

ということがよくわかった。英語で植物の特徴を説

明するのはとても大変だったが，英語での発表は初

めてでとてもおもしろかった。 

３．検証(成果) 

アンケート評価および行動評価によって担当者によ

るルーブリック評価を行う。 

 A B C D 
自然への興味関心 36 46 14 0 
現象への疑問 25 64 7 0 

英語への抵抗解消 21 25 36 14 
 

 天候に恵まれず，予定の完全な実施ができなかっ

たが，概ね目標を達成できた。英語では，きっかけ

作りができたので，継続的に今後の指導に取り組み

たい。自然観察では，今後の課題研究等における重

要な視点を得ることができた。自然豊かな地域とし

ての特性を生かして自然科学の眼を育てていきたい。 

 

(3) SSH 臨海実習 

１．研究開発の仮説 

 海洋での生物とゴミの調査及び発表を行うことで，

生物観察と分類の技能が身につくとともに，海生生

物の生態に関する知識が向上する。また，浮遊ゴミ・

漂着ゴミの調査を通して，環境問題についての関心

を高め，環境保全に参加する態度が育まれる。 

○日時 

 平成24年８月11日(土)～８月 12日(日) 

○場所 

 岡山県笠岡市白石島 

○対象生徒 

 科学部１年生26名、２年生10名  

○講師 

 津山高等学校 科学部顧問 
 坪井民夫（物理），山本隆史（生物・地学） 
ALT  Samuel Du’mont 

２．研究開発の内容 

 瀬戸内海の白石島で，瀬戸内海の自然を学び，海

棲生物の生態系と環境についての実習を行う。 
 
①「底引き網による生物採集実習」：底引き網船３隻

を借り切り，瀬戸内海の生物を採集する。採集し

た生物は図鑑で同定・スケッチし各班で発表する。 

 
②「漂着ゴミおよび浮遊ゴミ調査」：シーカヤックで

洋上の浮遊ゴミを採取・分別し，特徴を調べる。

その後，潮流の正面にあたる島の西海岸に移動し，

漂着ゴミを採集・分別し，特徴を調べる。結果を

班ごとに発表し，島の方から講義を受ける。 

 
③「海岸清掃ボランティア」：海岸の清掃を行う。 
 
④「ウミホタル採集実習」：ウミホタルを採集し，乾

燥する。持ち帰ったウミホタルは後日，ルシフェ

リンを採集し化学発光実験を行う。 
 

⑤「英語発表」：１日の成果を班ごとに英語で発表す

る。ALTのSamuelが評価を行う。 
 

⑥「磯の生物採集実習」：島の磯で，生物採集と図鑑

による同定，スケッチを行い，発表を行う。 
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⑦「事後学習」および「成果発表」：研修終了後，班

ごとに研修の成果をポスター２枚にまとめ，文化

祭で発表する。 

 

○生徒の感想 

・今回の実習では、自然にたくさん触れることができ、 
自然をもっと大切にしていかなくてはいけないと思 
った。海辺にあった大量のゴミを見て、とても悲しい 
気持ちになり、私たちが捨てたゴミは全て流れてきて、 
生物たちを殺していると知り、みんなで解決していか 
なければいけない大きな問題だと知った。また、実習 
にはALTの先生がついて下さったので、英語が苦手 
ながらも一緒にコミュニケーションでき、とてもよい 
経験になった。 

３．検証(成果) 

参加生徒の，スケッチ，発表，事後学習で作成した

ポスターに対して，ルーブリックに基づいた評価を

行う。また，質問紙による評価も行う。 

 A B C D 
生物分類の技能 22 53 11 3 
観察力 31 53 6 0 
環境への意識，態度 67 19 3 0 
生物多様性への関心 56 31 3 0 
発表の表現 50 28 22 0 

 目的に対し，概ね良好な成果が得られた。また本

校のような山間部に育った生徒には，山と海のつな

がりを知る貴重な機会となった。事後学習ではポス

ター制作と発表を行い保護者からも高い評価を得た。 

 

(4)天体観測会Ⅰ～V 

１．研究開発の仮説 

 各種天体観測を行うことで，天体の運行ならびに，

地球と太陽系，宇宙の成り立ちや天文学の基礎につ

いての知見が高まるとともに，天体望遠鏡など機器

の操作に習熟することができる。 

○講師 

 津山高等学校 科学部顧問 
 坪井 民夫(物理) 
 美咲町立さつき天文台解説員 ３名 

２．研究開発の内容 

Ⅰ 平成24年４月 14日(土)19:30~21:00（本校） 
   参加者 科学部 16名 
 ①「木星の観察」：木星と４大衛星を観察し，木星

型惑星の成り立ちと，地動説の歴史を学ぶ。 
②「金星の観察」：金星を観察し，内惑星の満ち

欠けの仕組みと，地球型惑星の成り立ちを学ぶ。 
③「火星の観察」 
④「冬～春の星座の解説」 

 
 
Ⅱ 平成24年４月 28日(土)19:30~21:00（本校） 
  参加者 科学部 17名 
 ①「望遠鏡操作講習」：望遠鏡の組み立て，セッテ

ィング，望遠鏡と赤道儀の仕組みについて学ぶ。 
 ②「金星の観察」：前回と満ち欠けを比較する。 
 ③「月の観察」：月面を観察し，デジタルカメラや

携帯電話の内臓カメラでの撮影を行う。 

 
Ⅲ 平成24年５月 21日（月）7:00～8:30（本校） 
   部分日食観察会 
   参加者 科学部および一般生徒 40名 
 ①「日食観察」：投影板と日食グラスを用いて観測

を行う。食分の変化と照度，気温を測定する。 
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Ⅳ 平成24年６月６日（水）11:55～12:30（本校） 
  金星日面通過観測会 
  参加者 科学部および一般生徒 100名 
 ①「金星観察」：投日食グラスおよび屈折望遠鏡と

投影板を用いて観測を行う。金星の移動の経路

を記録する。 
 

Ⅴ 平成24年 10月６日（土）19:30～22:00 
  美咲町立さつき天文台 
  参加者 科学部 11名 
 ①「星雲星団観測」：天文台の50cm反射望遠鏡と

15cm 双眼鏡を用いて惑星状星雲，球状星団，

二重星，アンドロメダ銀河，散開星団などの観

測を行い，解説員による説明を受ける。 
 ②「写真撮影」：デジタルカメラを望遠鏡に接続し，

天体写真撮影を体験する。 

 
生徒撮影・M27亜鈴状星雲 

○生徒の感想 

・金星が中学校で習った通り，本当に三日月型に満

ち欠けしていた。目で見ると点なのに不思議。 
・銀色のボタンの反射光も日食の形だった。投影像

が実物と逆向きになっているのが不思議だった。先

生に理由を教えてもらい納得できた。 
・金星が朝と違う位置に動いていた。望遠鏡の太陽

の投影像の動きが速く，地球の自転を感じた。 
・天体の写真を撮影することができ感動した。 

３．検証(成果) 

 宇宙は生徒の関心の高い分野であり，自然科学へ

の興味関心を高めるには大変有効な素材である。単

に見て感動するだけで終わらせず，次の探究につな

げる働きかけが必要である。夜間であり，安全上の

問題や交通手段・宿泊手段の問題があるが，今後は

年間でシリーズ化して進めていきたい。 

 

(5)科学部英語ゼミ 

１．研究開発の仮説 

 英語教諭とネイティブ外国語指導者による英語に

よる科学発表指導を行うことで，国際性への意識が

向上し，科学発表と質疑応答ができる英語力が育ま

れる。 

○実施日 

 毎週水曜日放課後（科学部） 

○講師 

 科学部非常勤講師 江原マルティ―ナ（英語） 
 科学部顧問 教諭 草加 翔一（英語） 

２．研究開発の内容 

１学期：草加教諭の指導により，英語による

show&tell，自己紹介，プレゼンテーション

などを行った。 
２学期：マルティーナ講師の指導により，英語によ

る科学用語練習，質疑応答，活動報告など

を行った。 
３学期：マルティーナ講師の指導により，英語によ

る研究論文とポスター，プレゼンテーショ

ンの作成に取り組んだ。 

３．検証(成果) 

[成果] 
英語による外部大会でのポスター発表 ４本 

 英語によるステージ発表（校内）   ２本 
[考察] 
 英語への意識の高い生徒に対しては大変成果が上

がった。臨機応変な質疑ができるレベルには至って

いないが，昨年までと比較すると飛躍的な進歩とい

える。課題として，英語に苦手意識を持つ一般の科

学部生徒の参加率の低さがあげられる。 
 

(6)科学ボランティア活動 

１．研究開発の仮説 

 小中学生対象に科学実験を指導することで科学の

普及に資するとともに，科学的コミュニケーション

能力が高まる。 

２．研究開発の内容 

Ⅰ 津山市立北陵中学校出前講座 
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平成 24年８月１日（水）9:30～10:30 
場所：津山市立北陵中学校 
参加者：科学部１年生４名（実験講師として） 
引率： 坪井 民夫（物理）  

 対象：北陵中学校３年生  18名 
①前日：実施前に，担当者で実験の練習と打ち合

わせを行う。 
②当日：「カメラオブスキュラの作成」実験を行

う。レンズと実像の仕組みについて教員が

講義し，科学部員が実験指導を行った。 

 
[感想] 

・教えるのは難しかったが，中学生の実験の指導がで 
きてよい経験になった。 

３．検証(成果) 

 １年生科学部員に経験を与えることで早期に意識

を高め，コミュニケーション能力の向上が図れた。

参加した中学生の多くがその後本校理数科を受検し

ており，科学系人材の育成に役立てることができた。 

 

Ⅱ 津山洋学資料館実験講座 
平成 24年８月２日（木）13:30～15:30 
場所：津山洋学資料館 
参加者：科学部５名（実験講師として） 
引率： 坪井 民夫  （物理）  

     二宮  祥  （生物） 
     三阪 良一  （化学）  
     盆子原 淳史 （化学） 
 対象：市内小学生20名 

 

２．研究開発の内容 

①「科学実験『隠顕インキ』」：江戸末期を代表す

る蘭学者・宇田川榕菴（津山藩）の著した日本

初の化学書「舎密開宗」に掲載されている『隠

顕インキ』（あぶり出し）の実験を紹介・指導

した。 
②「夏休み学習会」：講座参加の小学生を対象に，

夏休みの宿題の指導を行った。 
 

 [感想] 
 ・小学生に教えることで，実験への理解がより深まっ 

た。 

３．検証(成果) 

 意欲的に小学生に実験操作を教授する姿が見られ，

地域に科学への関心を啓蒙・普及できた。 
 

Ⅲ 青少年のための科学の祭典倉敷大会 

 平成24年 11月 17日（土）～18日（日） 
会場：ライフパーク倉敷 
参加者：科学部１年生７名，２年生５名 
引率： 坪井民夫  （物理） 

     山本隆史  （生物・地学） 
     盆子原淳史 （化学）  

２．研究開発の内容 

①「さかさカメラをつくろう」ブース出展 
  凸レンズの実像を観察する装置である「カメ

ラオブスキュラ」の製作を行う。作成にあたっ

ては科学部員が指導し，実像のできる仕組みを

解説する。２日間で来場者約400名。 
 
②「化石ペンダントをつくろう」ブース出展 
  岡山大学地球科学科，岡山県高等学校教育研

究会理科部会地学分科会と協同し，科学部員が

実験補助を行う。２日間で来場者約200名。 

  
[感想] 

・子どもたちに実験を指導するのはとても楽しかっ 
た。大忙しだったがとても充実していた。 

３．検証(成果) 

  ２日間でのべ１万人の来場者を集める大規模な大

会で実験ブースを運営することができ，生徒には大

変大きな経験となった。特に女子生徒は科学コミュ

ニケーターとして非常に高い能力を発揮した。 
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５．各種大会・コンテスト実績 

○参加大会・成績等 

Ⅰ 全国高校化学グランプリ 
  主催：公益社団法人日本化学会 

日時：平成24年７月16日（月） 
参加者： ２名 

Ⅱ 高校生・大学生による研究紹介と交流会 
  主催：岡山大学自然科学研究科 

日時：平成24年７月31日（火） 
ポスター発表 
「銀粘土の研究」（３年尾崎，立石） 
「粘菌のイオンに対する感受性」（３年光後） 
「潮汐力の研究」（３年小林，光吉，井上実） 
 

Ⅲ 岡山物理コンテスト 
  主催：岡山県教育委員会 

日時：平成24年 10月 28日（日） 
会場：岡山大学 
参加者：15名 
成績：優秀賞 小川草太  （２年） 
        高階 悠  （２年） 
        長尾駿一郎（２年） 
        森 順正  （２年） 
    チャレンジ賞 浦上 啓  （２年） 
※優秀賞の小川草太は，その後の合宿形式の「科

学オリンピックへの道・セミナー」および「科

学オリンピックへの道・チャレンジ」に参加。 
 

Ⅳ 青少年のための科学の祭典倉敷大会 
  中高生科学研究発表会 
  主催：青少年のための科学の祭典倉敷大会 
    実行委員会 
  日時：平成24年 11月 17日～18日 
  会場：ライフパーク倉敷 
  発表： 
「ゲルマニウムラジオの研究」 
（２年前原，清水，大家） 

 「プラネタリウムの製作」  
  （１年石戸，磯山，森本，岸本） 
 「粉じん爆発の研究」 
  （１年赤田，福田貴，福田裕） 
  ※表彰規定無し。 
 
Ⅴ 岡山サイエンスチャレンジ岡山2012 
  （科学の甲子園全国大会予選） 
  主催：岡山県教育委員会 
  日時：平成24年 11月 25日（日） 
  会場：中国職業能力開発大学校 

  参加者：２チーム16名 
 
Ⅵ 集まれ！科学好き発表会 
  主催：岡山県産業労働部産業企画課 
  日時：平成25年１月 27日（日） 
  会場：岡山大学 
  エントリー：11グループ 
  優秀賞「吉備高原に残る新第三紀の海を探る」 
     （本校・岡山朝日高校他合同チーム） 

きらり科学の目賞「広戸風の軽減方法の研究」 
    （２年小林聖，小川草，久保朋） 
  奨励賞「炭酸水の噴き出るメカニズム」 
    （２年小林美，松永） 
    「化学発光の研究」 
    （２年池元，二若，清原） 
 
Ⅶ SSHにおける国際化の取組についての発表会 
  主催：金光学園中学高等学校 
  日時：平成25年３月９日（土） 
  会場：金光学園中学高等学校 
 英語発表： 
「The Conitions Of Forward Upward Circling 
(逆上がりのできる条件の研究)」(２年 杉江，谷口 ) 
「Dye‐sensitized Solar Cell（色素増感型太陽電

池の性能向上の研究）」（２年 春名，浦上，梶） 
 「Synthesis of Acetyl-salicylic-acid（アセチルサ

リチル酸の合成）」 
（１年 古井，築，長尾，磯山，岸本） 

 「Stirling Engine （スターリングエンジン車の

製作）」（１年 鳥取，池上，池元） 
  ※表彰規定無し。 
 
Ⅷ 日本物理学会Jrセッション 
  主催：一般社団法人日本物理学会 
  日時：平成25年３月 27日（水） 
  会場：広島大学 
  発表：「ゲルマニウムラジオの性能向上の研究」 
    （２年前原，清水，大家，影山） 
    「色素増感型太陽電池の研究」 
    （２年浦上，梶，春名） 
[成果] 

 H23 H24 
コンテスト等エントリー数（のべ） 42 95 
外部での研究発表本数 ９ 16 
入賞数 ４ ９ 
科学ボランティア参加生徒数（のべ） 25 26 
合同研究，交流会等参加者（のべ） 10 24 
なお，上記には含まないが，理数科生徒１名が岡

山県英語スピーチコンテストに出場している。 
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６．課題研究 

１．研究開発の仮説 

 知的探究心に基づいて自ら課題を設定し，科学

的に課題を解決していくプロセスにおいて,科学

現象に対する理解を深めるとともに，事象・現象

の考察することによって探究的な態度と想像力

を身に付けることができる。 
○概要 

SSH 指定以前より理数科２年生を対象に学校 
設定科目「課題研究」１単位を実施している。 

○対象 

理数科 ２年次 １単位 

○指導者 

本校教員 ８名（理科，数学） 
外部講師 

美作大学短期大学部   教授 桑守正範 
             准教授 栗脇淳一 
津山工業高等専門学校 教授 藪木 登 

            教授 鳥谷秀昭  
英語論文講習会講師 

 岡山理科大学      准教授 David Richard Niel 
プレゼンテーション作成指導 松岡奈緒美  

２．研究開発の内容 

年間計画 
日 程 生徒の活動 準備等 

5/23 

・「課題研究」の説明と予 
定について説明。 

・研究グループの編成及 
び研究テーマを決定。 

・グループシー

ト 
・研究計画書 

6/29 
・分野毎に担当教諭と話 

をし，研究計画書提出。 
・研究機器・消

耗品要求書 

7/29 

・担当教諭と打ち合わせ， 
必要な機器や消耗品を 
リストアップし，提出 
する。 

・夏休み中の実

験計画作成を

指示 

８月 
・研究方法，流れなどを 

計画しておく。 
・課題研究評価

シート 

9/13 
・第１回ミーティング 

グループ紹介，顧問紹介 
・物品要求シー

ト 
9/20   
～ 

・研究 
・課題研究見学会説明準備 

・課題研究見学 
会準備 

10/18 ・冊子印刷 

10/27 
・理数科課題研究見学会 
（対象：中学生，保護者） 

 

11 月 
・研究 
・研究報告の準備 

・科学部員は放

課後も活用。 

12/ 7 ・報告書ガイダンス 
・書式入り USB
メモリ配布。 

12 月 ・研究，報告書作成 ・今後の日程表 

12/20 ・報告書レイアウト提出 ・ページ数確定 

12/26 ・アブストラクト締切 
・英文指導 
（英語教員） 

1/ 8 ・報告書論文締切  
1/10 ・英語論文講習会  

1 月 
・プレゼンテーション作 

成 
・論文校正 
・報告書印刷 

1/26 

・理数科課題研究発表会 
（理数科１・２年生，普

通科生徒希望者，保護

者，中学生，中学校教

員，美作大学，津山高

専，県教委） 

・本校 100 周年

記念館 

2/ 2 
・岡山県理数科課題研究 

合同発表会 
・岡山理科大学。

8 校参加。 
 

（１）理数科課題研究見学会 

○目的 
 中学生に対し，課題研究の内容を紹介すること

で科学的コミュニケーション能力を高める。 
○概要 
・実施日時 平成 24 年 10 月 27 日(土)  

13:00～15:30 
・参加者  中学生 15 名， 保護者 13 名 
      中学校教員１名 
・内容 中学生および保護者に対し，取り組んで

いる課題研究の内容を紹介・説明する。 
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○成果 
  研究内容をプレゼンテーションにまとめ紹

介したり，模擬実験を行ったりするなど，各グ

ループとも工夫を凝らすことができた。他人に

説明することで，研究内容をより深く理解する

ことができた。また，人に伝えるために必要な

ことや，難しさを知ることができた。  
 

（２）英語論文講習会 

○目的 
  研究論文のアブストラクトを英文で作成する。 
○概要 
・実施日時 平成 25 年１月 10 日（土） 

      13:35～15:30 
○講師   岡山理科大学准教授 

      David Richard Niel 
○対象 理数科２年生全員 

 

○成果 
 全グループがアブストラクトを英語で作成す

ることができた。外部の方に指導していただくこ

とで，自分の論文の説明不足な点について客観的

に理解することができた。 

 

（３）課題研究発表会 

○目的 
  ステージ発表を行うことで，研究内容とその

成果をわかりやすく，かつ効果的にプレゼンテ

ーションし，質疑応答できる能力を育成する。

また，地域にも SSH の成果を発信する。 
○概要 
・実施日時 平成 25 年１月 26 日（土） 

      9:00～12:50 
・外部参加者 保護者名 28 名，中学生５名， 

        中学校教員・高等学校教員・ 

        指導機関等来賓 19 名 

        普通科生徒 57 名 
○内容 理数科２年生全員がパワーポイントに

よるステージ発表を行う。地域の中学

生，保護者，中学校教員，高等学校など，

外部にも一般公開する。また，理数科１

年生は全員参加し，普通科１・２年生に

も公開して実施する。美作大学・津山工

業高等専門学校の教員に指導講評を依

頼し，また実施後は意見交換を行う。 

 
○ 研究発表テーマ一覧 
○A  広戸風の軽減の研究 

○B  二次元衝突による運動量保存の法則の解析 

○C  ゲルマニウムラジオの感度の研究 

○D  鉄棒ができる条件の解析 

○E  磁力による物体の加速の研究 

○F  炭酸水が噴き出るメカニズムの研究 

○G  化学発光の研究 

○H  色素増感太陽電池の研究 

○I  舎密開宗に記載される実験の再現 

○J  腐敗への乳酸菌の作用の研究 

○K  カビの抑制の研究 

○L  人工的環境が植物成長に及ぼす影響の研究 

○M  タマネギの加熱処理と味覚の研究 

 

○成果 
 英語でプレゼンテーションと質疑応答を行っ

たチームがあるなど，発表のレベルが向上した。

研究内容を整理し，他者にわかりやすく伝えると

いったプレゼンテーション技術がある程度身に

付きつつある。また，保護者や中学校教員など外

部参加者も例年以上に多く，SSH の成果発信とい

う目的も達成することができた。 

 
 
（４）岡山県理数科課題研究合同発表会 

○目的 
 課題研究の成果を合同の場で発表することを

通して、お互いの研究方法や研究内容について理

解を深め，学習意欲の喚起と理数科理数系コース

生としての意識の高揚を図る。 
 また，大学の教官等からの専門的な見地に立っ

た指導助言により，学習を一層深化させる。 
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○概要 
 ・実施日時 平成 25 年２月２日（土）  

9:50～16:00 
・会場 岡山理科大学 
・内容 ステージ発表（16 チーム） 
    ポスターセッション（全チーム） 
    ポスター発表指導講習会（教員） 
・参加校 岡山一宮高校・倉敷天城高校 

玉島高校・津山高校・総社高校 
岡山理科大学附属高校 
清心女子高校・金光学園高校 

○成果 
 大きな会場でのステージ発表と質疑応答を経

験し発表技術が向上した。また他校の発表を聴く

ことで，大きな刺激を受けていた。ポスター発表

では他の SSH 校生徒らとの交流ができ，また大

学教員による指導を直接受けることで大きな収

穫があった。 

○生徒感想 

課題研究に参加し,自分はやはり研究や科学が

好きなんだと実感した。今回やってみて科学の新

たな可能性を感じ,これからも科学にたずさわっ

ていきたいと強く思うようになった。合同発表会

では,他の高校生の研究も聴くことができて良か

った。たくさんの質問をしていたので,私も質問

してコミュニケーションがとれれば良かったと

思った。授業としての課題研究は終わりだけど,

これからも自分たちの研究は続けていきたい。今

日まで夜遅くまで学校に残ったりして 40 人みん

な頑張ったことは最高のいい思い出になった。 

３．検証(成果) 

 活動時間が短い中で，研究計画，研究，報告書，

プレゼン，ポスターまで仕上げ実際に発表まで至

ることができたことは生徒の大きな自信になっ

たと考えられる。また，課題研究の取り組みの中

で英語の重要性を理解し，英語で発表をおこなっ

たグループも出た。このことから考えると「課題

研究」は非常に成功したのではと考えている。 
 また，SSH 対象年度の１年生は発表会を見学し

てあとのアンケート調査で，「課題研究をやりた

い。」，「外部に出て発表をしたい。」などの項目で

多数を占めており，次年度の課題研究に対し強い

意識付けをおこなうことができたと考えており，

この面においても成功したと考えられる。 

 H24 年度課題研究発表会アンケート（1 年生） 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Q1 発表の内容に興味をもてた。 55 39 3 0 

Q2 質問してみたいことがあった。 18 48 30 0 

Q3 自分たちが課題研究を行う参考になった。 55 39 3 0 

Q4 課題研究をやりたい。 59 26 13 0 

Q5 発表をやりたい。 41 41 13 3 

Q6 英語で発表をやりたい。 16 26 34 21 

Q7 外部の大会で発表をやりたい。 28 31 23 15 

４．今後の課題 

①活動時間 
活動期間の短さが挙げられる。ただし次年度か

らはサイエンス探究Ⅱ(２単位)になるため，期間

の短さは解決される。一方で４月からスタートさ

せるための前年度末における生徒への働きかけ

の方法，期間が長くなったことによるモチベーシ

ョンの維持，中間報告会の設定などについて考え

る必要がある。 
②評価 
 生徒の活動を評価する方法は当然できている

が，教員が評価するものであって，生徒自身が自

らの活動を振り返り評価する仕組みができてお

らず，これを評価に組み込む仕組みを考える必要

がある。 
 また，課題研究前後で生徒自身の意識変化の調

査などのアンケートを用いて活動そのものを客

観的に評価する仕組みも必要となる。 
③支援体制 
 活動そのものは分野毎の顧問と協議をしなが

ら進めていることになってはいるが，実際は他の

業務や会議に時間をとられ，満足に助言・指導で

きず生徒の自主性まかせで活動がおこなわれて

いる部分が大きい。自主性をのばす，といった面

では良いかもしれないが，危険性や研究の合理性

の面からも十分に指導がおこなえる体制づくり

が必要である。 
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７．先進校視察 

１．研究開発の仮説 

 先進校の事例の研究をすることで，本校 SSH の

取組の充実を図ることができる。 

２．研究開発の内容 
Ⅰ 平成 24 年 11 月 27 日（火） 
 埼玉県立川越高等学校 
 訪問者   平松昌浩（英語） 
       坪井民夫（物理） 
 対応者  教頭 三ツ井良文 

教諭 阿部宏(SSH企画部主任) 
 カリキュラム，科学系部活動指導，課題研究指導，

海外研修について説明を受けた。 SSH基礎の物理

分野および生物分野の授業見学を行った。 
 
Ⅱ 平成 24 年 11月 28 日（水） 
 茨城県立並木中等教育学校 
訪問者  平松昌浩（英語） 

      坪井民夫（物理） 
 対応者 校長 中庭陽子  副校長 曳埜伸 
     教諭 斉藤達也 
 カリキュラム，中高一貫校における SSH の位

置付けと取組の体制，海外研修，高大連携につい

て説明を受けた。また授業の様子を見学した。 
 
Ⅲ 平成 25 年1 月 29日（火） 
愛知県立明和高等学校 
訪問者  藤井邦臣（英語） 
     杉本英樹（英語） 

 対応者 教頭 足立吉博，戸倉隆 
教諭 橋本正秀 

  地域のSSHの状況，進捗状況，成果，報告，SSH
における国際性育成の取組，英語指導の進め方につ

いて説明を受けた。 
 
Ⅳ 平成 25年 1 月 29 日（火） 
愛知県立時習館高等学校 
訪問者  藤井邦臣（英語） 
    杉本英樹（英語） 

 対応者 校長 林誉樹  教頭 高幡尚弘， 
     教諭大澤瑞夫  長濱真由美 

SSHの取り組みに関する情報交換，国際交流につ

いての説明を受けた。２年生英語Ⅱ大澤教諭および

１年英語Ⅰ長濱教諭の授業見学を行い，授業および

SSH英語科の取り組みについて研究協議。 

３．検証（成果） 

学校設定科目や課題研究指導，校務分掌体制，海

外研修など行事の企画と位置付け，成果と課題など

本校活動に還元できる多くの収穫があった。成果を

本校教員全体に普及し取組を向上させていきたい。 

８．その他 

(1)SSH 食品科学実習 
１．研究開発の仮説 

SSH の研究開発を他教科にも広げ，家庭科と

連携し生活の中の科学を学ぶことで，科学的な見

方・知見が高まり，科学的リテラシーが向上する。 
○研修の目的 
私たちの身の回りの発酵食品を自然科学の視

点から捉え，様々な発酵食品と微生物の関わりを

理解し，科学的な視野を広げる。 

○内容・日時・講師 
Ⅰ 講義 平成24年６月15日（金） 

美作大学短期大学部 桑守正範 教授 
Ⅱ 実習 平成24年６月22日（金） 
  講師 高見味噌店  

代表取締役 高見 裕士 氏 
Ⅲ 実習 平成24年10月 12日（金） 

講師 高見味噌店  
代表取締役 高見 裕士 氏 

○場所 
津山高等学校  

○対象生徒 
１年 280人（講義は理数科40人のみ） 

２．研究開発の内容 
Ⅰ 講義「食品科学と発酵食品」90分 
  美作大学短期大学部 桑守正範 教授 
  ・食品科学の基本 
  ・発酵食品の仕組みと

発酵菌の働き 
  ・発酵菌の種類と発酵

食品 
 
Ⅱ 実習「発酵食品づくり」90分 
  高見味噌店 高見裕士 氏 
  ・発酵食品の歴史と製法 
  ・作製実習「味噌」「塩麹」「ひしお味噌」等 
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Ⅲ 実習「発酵食品の分析」90分 
  高見味噌店 高見裕士 氏 
  ・完成した味噌の発酵状態の確認 
  ・発酵期間による味噌の発酵状態の比較 
  ・種々の味噌との比較 
  ・甘酒と塩麹の，糖度計による糖化作用の検証 
  ・顕微鏡による麹菌と菌糸の観察 

  

○考察 
発酵食品と微生物の関わりについての講演を

聞くことで，昔から様々な微生物によって作られ

ている食品が，自分の身の回りに多く存在してい

ることに気づき，発酵食品の作り方などにも大変興

味を持ったようである。微生物の働きによる発酵や

腐敗の仕組みなど，課題研究でもっと深く研究し

たいなど興味・関心・意欲を持ち，科学的な視野

が広がったと考える。 

○生徒の感想 
・樽に入れる前の味噌は本来とは程遠くただ塩辛い

だけだったのが，できあがったらおいしくなってい

た。麹の働きで，タンパク質がアミノ酸に分解しう

まみ成分となっていることが実感できた。 
・ご飯に米麹を混ぜて，すぐに糖化し始め甘くなり， 
麹の働きに驚いた。もっと麹の働きや種類について 
調べてみたい。 
・実習後，顕微鏡で麹を見てみると米の周りに菌糸 
が伸びているのがわかり，不思議に感じた。 
・身の回りにある食品は，菌や食材の性質のことを 
考えながら作られていることがわかった。 
・課題研究で，微生物を研究してみたいと思った。 

３．検証（成果） 
自由記述による感想文を対象にルーブリック評

価を行う。 
 A B C D 

関心・意欲 54..2 38.9 5.6 1.4 
理解 50.0  34.7 11.1 4.2 

 自分達で手作りした味噌が完成し，市販の大量

生産される味噌や他の種類の味噌と，比較・観察

することで，天然熟成の味噌のおいしさなどを改

めて感じ，大変興味関心を持って実習に取り組む

ことができていた。食品の微生物の関わりについ

てより一層理解し，科学的な視野を広げることが

できたと考える。 
 

(2) SSH 北川智子氏市民講座 
１．研究開発の仮説 
 SSH事業について地域の理解が深まる。 
○日時 
平成 24年 10月30日（火）18：00～19:00 

○場所 
津山高等学校 旧本館 

○対象生徒 
 一般市民・保護者 140名 

○講師 
ケンブリッジ大学客員研究員 
北川智子氏（西洋中世数学史） 
「世界に飛び立つ瞬間」 

２．研究開発の内容 
地域の一般の方々および保護者を対象に講演会

を実施する。 
○参加者の感想 
約140人の聴衆に対して，アクティブラーニングさ

ながらに質疑応答をされ，非常に満足度の高い展開

で終えられた。終了後も気さくに質問に応じられた

ために30分すぎても人の絶えない盛況ぶりであった。

何より印象に残ったのは，北川さんの人間性のすば

らしさであった。何事に対しても常に前向き，プラ

ス思考で，エネルギッシュである。あれだけの実績

を残した人と思えぬ謙虚な姿勢，あくまでも礼儀正

しく相手を立て，丁寧に自分からお礼を言い，頭を

下げるお人柄。頭脳の明晰さ，発想力の豊かさ，説

明能力，言語能力のすばらしさに加えて，一番心打

たれたのは，その人柄の謙虚さ，誠実さであった。 
（本校同窓生，50代男性） 
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第４章 実施の効果とその評価 
 本章では，今年度のＳＳＨ事業の効果とその評価に関して記述する。本校のＳＳＨ事業が「意欲ある生徒の

能力を伸長」し，「自然科学研究をリードするグローバル人材の育成」に効果があったかを以下に示す手順で評

価を行った。 

 

〔評価方法〕 

１．自然科学研究をリードするグローバル人材の育成 

1-①要素の設定：｢自然科学研究をリードするグローバル人材」に必要な資質・能力の要素を設定する。 

       本校では，｢自然科学研究をリードするグローバル人材」に必要な要素として，｢探究心｣・

｢コミュニケーション能力｣・｢積極性｣の三点を設定した（表１）。 

 

1-②意識調査 ：1年生 280名を対象に，設定した三要素に関して，小項目４点に関する質問紙（４件法） 

を入学時と２月に実施し，生徒に自己評価を行わせた。また，ＳＥＰやＩＳＰなどのＳＳ

Ｈ事業ごとに自己評価を行わせ，観点別評価も行った（参考資料：第３章）。 

 

 1-③分析   ：調査結果（三要素 12項目）を分析し，成果と課題を明らかにする。 

 

２．意欲ある生徒の伸長 

2-①生徒の抽出：上記 1-②事後の意識調査における三要素の自己評価が合計得点 10点以上（満点は 12点）

の上位 15名を抽出する。 

 

2-②個別調査 ：抽出生徒に対して，個別に｢自然科学研究をリードするグローバル人材」の三要素に関し 

て，意欲の伸長に影響を与えたＳＳＨ事業についてインタビューと自由記述形式による感 

想を記述させた。 

 

 2-③分析   ：調査結果を質的に分析し，成果と課題を明らかにする。 

 

 表１ 自然科学研究をリードするグローバル人材の三要素 

自
然
科
学
研
究
を
リ
ー

ド
す
る

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

探究心

積極性

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

自己表現

英語コミュニケーション

国際的な視野

チャレンジ精神

観察・実験への興味関心

課題設定能力

論理的思考力

問題解決能力

1-1.  実験や観察をすることが好きだ。

1-2.自分の考えで予想をして、実験や観察をしている。

1-3.科学的な見方や考え方が身に付いている。

1-4.分からないことでも自分の力で答をみつけられるよう勉強したい。

2-3.科学の考え方の中には、他の人々とどう関わるかを知るのに役立つものもある。

2-4.実験結果を口頭で説明することができる。

2-1.自分の思いや，考えを積極的に話している。

2-2.外国の人々に自分の考えや気持ちを伝えることができるようになりたい。

将来のビジョン

実践意欲

協調性

プレゼンテーション能力

3-3.何事も主体的に取組もうとしている。

3-4.研究や開発に関わる仕事に就いてみたい。

3-1.科学的な考え方を様々な場面で役立てたい。

3-2.国際的に活躍できるよう、英語を勉強したい。
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表２．意識調査結果 

 

〔1-②調査結果〕 

 

1-1.  実験や観察をすることが好きだ。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 28.5 21.6 4 57.9 59.0 入学時 2月

3 38.1 42.0 3 34.2 33.3

2 23.8 25.1 2 2.6 5.1

1 9.6 11.3 1 5.3 2.6

1-2.自分の考えで予想をして、実験や観察をしている。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 7.2 7.9 4 10.5 12.8

3 32.8 25.3 3 42.1 48.7

2 42.1 44.5 2 42.1 33.3

1 17.9 22.3 1 5.3 5.1

1-3.科学的な見方や考え方が身に付いている。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 38.1 27.8 4 52.6 51.3 入学時 2月

3 42.7 64.5 3 39.5 43.6

2 15.5 7.7 2 7.9 5.1

1 3.8 0 1 0 0

1-4.分からないことでも自分の力で答をみつけられるよう勉強したい。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 51.3 41.0 4 68.42 41.03

3 35.7 45.9 3 21.05 43.59

2 8.8 9.6 2 10.53 10.26

1 4.2 3.5 1 0 5.13

2-1.自分の思いや，考えを積極的に話している。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 13.9 15.6 4 16.2 13.2 入学時 2月

3 37.4 33.3 3 51.4 47.4

2 35.3 42.0 2 32.4 39.5

1 13.4 9.1 1 0 0

2-2.外国の人々に自分の考えや気持ちを伝えることができるようになりたい。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 50.4 49.4 4 56.8 50.0

3 29.0 32.9 3 21.6 36.1

2 13.4 12.6 2 16.2 8.3

1 7.1 5.2 1 5.4 5.6

2-3.科学の考え方の中には、他の人々とどう関わるかを知るのに役立つものもある。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 8.0 10.5 4 26.3 23.1 入学時 2月

3 39.5 34.9 3 39.5 46.2

2 39.5 43.2 2 31.6 23.1

1 13.0 11.4 1 2.6 7.7

2-4.実験結果を口頭で説明することができる。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 5.1 20.1 4 10.5 33.3

3 32.9 63.7 3 47.4 53.8

2 45.6 15.8 2 39.5 12.8

1 16.5 0.4 1 2.6 0

3-1.科学的な考え方を様々な場面で役立てたい。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 18.1 15.7 4 44.7 43.6 入学時 2月

3 34.5 34.3 3 31.6 35.9

2 37.0 38.3 2 15.8 17.9

1 10.5 11.7 1 7.9 2.6

3-2.国際的に活躍できるよう、英語を勉強したい。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 47.1 44.6 4 47.4 39.5

3 31.1 35.1 3 23.7 42.1

2 14.3 14.7 2 21.1 13.2

1 7.6 5.6 1 7.9 5.3

3-3.何事も主体的に取組もうとしている。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 35.0 18.8 4 41.0 33.3 入学時 2月

3 47.0 40.5 3 20.5 41.0

2 15.4 15.9 2 23.1 25.6

1 2.6 24.9 1 15.4 0

3-4.研究や開発に関わる仕事に就いてみたい。

普通科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差 理数科 入学時  % 2月     % 入学時平均点 2月平均点 差

4 10.8 13.3 4 15.8 41.0

3 26.8 33.0 3 39.5 43.6

2 26.3 22.7 2 34.2 12.8

1 36.1 31.1 1 10.5 2.6

普通科
積極性平均

2.76 2.64

理数科
積極性平均

2.93 3.17

普通科
コミュニケーション

能力平均

2.61 2.82

理数科
コミュニケーション

能力平均

2.92 3.02

2.91 2.84

普通科
探究心平均

理数科
探究心平均

0.01

3.26 3.21

-0.05

0.63

探
究
心

2.85 2.74 -0.11 3.45 3.49 0.04

2.29 2.19 -0.11 2.58 2.69 0.11

3.15 3.20 0.05 3.45 3.46

3.34 3.24 -0.10 3.58 3.21 -0.37

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能
力

2.52 2.55 0.04 2.84 2.74 -0.10

3.23 3.26 0.04 3.30 3.31 0.01

2.42 2.45 0.02 2.89 2.85

2.27 3.03 0.77 2.66 3.21 0.55

積
極
性

2.60 2.54 -0.06 3.13 3.21 0.07

3.18 3.19 0.01 3.11 3.16 0.05

3.15 2.53 -0.61 2.87 3.08 0.21

2.12 2.28 0.16 2.61 3.23
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〔1-③分析〕自然科学研究をリードするグローバル人材の育成 

●探究心 

入学時の普通科と理数科の差については過年度においても同様の結果である。普通科においては，過年度ま

で見られていた 1年次後半の探究的な姿勢についての下降傾向は抑えられ改善されてきている。これは，本年

度から実施した学校設定科目｢ｉＰⅠ｣の効果と判断できる。生徒の感想（表２）からもその効果が伺える。 

理数科においても探究的な姿勢についても過年度では下降傾向であったが，本年度は入学時からの探究心を

高い状態で維持することができた。普通科同様に，学校設定科目｢ｉＰⅠ｣の効果もあるが，特に学校設定科目｢サ

イエンス探究Ⅰ｣の効果が大きかったようである（表２）。 

以上のことから，探究しようとする姿勢の育成には一定の効果があったと考えるが，ＳＳＨ行事が少ない普

通科においては平均点が３点にも満たない項目が存在することは今後の課題である。 

 

●積極性 

 三つの要素のうち，普通科・理数科ともに変容が特徴的に表れた要素である。理数科において特徴的な項目

として将来のビジョンが挙げられる。研究や開発に関わりたいという生徒が増加し，かつ具体的な職業として

のイメージをつかみ始めていることは，ＳＥＰやＩＳＰの効果と判断できる。普通科と比較して充実したＳＳ

Ｈカリキュラムや多くの行事に参加し，最先端で活躍する研究者と直接話ができたことなどが良い影響を与え

たと考えられる。普通科が下降した原因は，文系志望の生徒が半数を占めること，探究的な活動の場面が理数

科と比較して少ないことが考えられる。また，普通科・理数科ともに海外で活躍したいと考える生徒が増加し

てきたことは，ＳＳＨ創立記念講演会がきっかけとなっているようであり，次年度の海外研修へ参加意欲へと

つながったと考える。国際的な視野に関心が向き，関心が拡大しつつある生徒において次年度の研修内容の充

実による育成が一層重要となってくる。 

 

 

 

表２ iPⅠ・サイエンス探究Ⅰ 生徒感想（抜粋） 

・グループの中で意見を出し合いしっかり考えるのが楽しい。(普) 

・普通の授業より自分たちで考えてやることが多いから楽しいです。(普) 

・何人かで１つのことをするのは今まで苦手意識があった気がするけど，ミニ課題研究は楽しくて良かった。(理) 

・授業でみんなと仮説をたてながら様々な実験等ができるのはとても楽しいです。(理) 

・自分がやってみたい実験ができるのでとっても楽しいです。(理) 

・題材からすべて自分たちで考えて課題研究するのは思ったよりも難しくて，なかなか方針が決まらなかったり，まとめら

れなかったりと大変でした。他のグループの発表を聞くのもとても勉強になりました。仮説をたてるときの着眼点がおも

しろくて，内容も納得するような発表ばかりで，プレゼン能力の向上に役立ったと思います。(理) 

2.40  

2.90  

3.40  
探究心 

ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ能力 積極性 

普通科 
入学時 

2月 

2.40  

2.90  

3.40  
探究心 

ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ能力 積極性 

理数科 入学時 

2月 

  図２ 三要素の変容（普通科Ｎ＝240）     図３ 三要素の変容（理数科Ｎ＝40） 
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図４ 抽出 15人の三要素合計点の変容（N=15）                                                          

●コミュニケーション能力 

普通科・理数科ともに｢プレゼンテーション能力｣が身に付いたと自己評価する生徒が増えたことは，本年度

開発したカリキュラムに一定の効果があったと判断する。特に学校設定科目｢ｉＰⅠ｣の発表会の後にとったア

ンケートで飛躍的に数値が上昇した。昨年度の現状分析における本校の課題であった｢発表する機会の場｣を創

出したとが好影響を与えた結果と考える。 

理数科における特徴は，過年度までは日本語によるポスター作成に止まっていたが，英語による発表を機に，

自主的に英語によるポスター作成を行った生徒が現れたことが挙げられる。１年生理数科への波及は，２年生

理数科生徒の英語発表を見学したこと，科学部への波及は，ＳＥＰでの東京横浜研修に参加した２年生の科学

部員が英語による口頭発表を行ったことと部内での交流が影響を与えたようである。また，科学部員としての

校外での発表機会が多く，総合的にコミュニケーション能力の要素が理数科において高まったものと考えられ

る。 

 

●三つの要素のバランス 

１年生を対象に分析した結果，ＳＳＨ事業１年目の効果として，本校の課題であった科学的なコミュニケー

ション能力を高められたことが効果としてあげられる。その成果の要因としては，カリキュラム開発による学

校設定科目での発表の機会や場を設定したことが重要であった。また，最先端の研究者や国際的に活躍する方々

を招聘しての講演会や授業は，生徒達にとって非常に刺激的であったようで，グローバル人材を目指すきっか

け作りができたと考える。しかし，探究心に関する項目は変化があまり見られないことから，第２年次には，

学校設定科目において探究的な活動の場面を設定していく必要がある。３年間を通して三つの要素がバランス

良く育成されるよう研究開発を継続する必要がある。 

 

〔2-②調査結果〕意欲ある生徒の伸長 
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図５ 抽出 15人の三要素合計点の変化率（N=15）                                                          

　　入学時 　　２月

A 10.50 11.50
B 11.50 11.50
C 8.25 11.25
D 10.25 11.00
E 9.25 11.00
F 10.50 11.00
G 10.50 11.00
H 10.75 10.75
I 8.75 10.75
J 9.50 10.50
K 10.75 10.25
L 9.75 10.25
M 10.00 10.25
N 10.50 10.25
O 9.75 10.00

入
学
時 

２

月 

入
学
時 

２

月 

高意欲維持型 

意欲上昇型 

若干下降型 

意欲上昇型 意欲上昇型 意欲上昇型 

高意欲維持型 

意欲上昇型 

若干下降型 
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表６ 意欲が向上したＳＳＨ事業（意欲上昇型） 

表５ 自由記述とインタビュー結果（意欲上昇型） 

（Ｓ探） 

１週間の楽しみの１つでした。スターリングエンジンが動い

たときの感動は良かったです。 

（研修・講演会） 

東京大学で研究者になりたいと思った。 

（科学部） 

先輩の英語発表はすごかった。 

最先端の研究を間近に見たり先輩方と話せたこと。 

〔2-③分析〕意欲ある生徒の伸長 
２月実施の自己評価上位15人の変容を図４，図５に示す。この意欲ある生徒達の変容には「高意欲維持型」

「意欲向上型」「高意欲であるが若干下降型」の３タイプが存在することがわかった。今後のＳＳＨ事業の改善

に役立てることを目的として，以下にタイプ別にその特徴を質的に分析していく。 

 高意欲維持型 10名の変容  

①意識の変容 
 10名に共通しているのは入学時より家庭学習時間も

しっかり確保しており基礎学力が高いことである。しか

し，具体的な将来像は定まっておらず，国際的視野につ

いても漠然としていた。しかし，「東京横浜研修」や「Ｓ

ＳＨ講演会」などの最先端の研究者の方々との出会いや

「サイエンス探究Ⅰ」などの探究的な活動で，学問とし

ての科学の楽しさに気づいてきたことが表３，４から考

察できる。また，科学部での「英語の日」や科学部の先

輩から，探究心や将来のビジョンに関して影響を受けて

いることもわかった。 
②行動の変容 
将来の志望が明確ではなかった生徒達が東京横浜研

修に参加した後には，科学コンテストに積極的に参加し

始め，特にサイエンス探究Ⅰのグループ研究では各グル

ープの中心的存在となった。また，ＳＳＨ創立記念講演

会，科学部の先輩の影響を受け，科学部の英語の日の活

動に積極的に参加するようになった生徒も見られた。 
③変容した結果 
漠然と教員志望や医療系志望であったが，国際的に活

躍したいと考えるようになり，研究者になりたい生徒が

現れた。また，科学部の先輩の影響でサイエンス探究Ⅰ

の研究を英語でポスター制作する生徒も現れた。 

 意欲上昇型 ３名の変容  

①意識の変容 
 この３名も上記10人と同じく基礎学力は高い。上記

10人と異なって３名のみに共通していることは，入学

時は科学にあまり関心がなかったが，ＳＳＨ行事に参加

する度に意欲が高まっていったことである。特に，全部

の行事というわけではなく，ピンポイントで参加した行

事で，非常に興味関心が高まったようである(表５，６)。 
②行動の変容 
科学部活動にはあまり参加していなかったが，ＳＳＨ

行事で意識が変わった後に，コンテストや発表会に自主

的に参加するようになった。また，入学時では考えら 
れないが上記10名と同じくサイエンス探究Ⅰのグル 
ープリーダーに成長した。 
③変容した結果 
 研究職に就きたい希望を持つようになり，１名は自主 
的に３月末に実施される他のＳＳＨ校での英語による

研究発表に参加するようになった。 

探究心 
Ｓ探Ⅰ・ＳＳＨ創立記念講演会・ＳＳＨ講演

会東京横浜研修・先端科学研修・科学部・校

外研修・コース別研修 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
能力 

科学部・Ｓ探Ⅰ・ＳＳＨ創立記念講演会 

積極性 
ＳＳＨ創立記念講演会・東京横浜研修・Ｓ探

Ⅰ・コース別研修・ＳＳＨ講演会・科学部 

探究心 
Ｓ探Ⅰ・ＳＳＨ創立記念講演会・ＳＳＨ

講演会・東京横浜研修・先端科学研修 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
能力 

科学部・Ｓ探Ⅰ 

積極性 Ｓ探Ⅰ・コース別研修・科学部 

表３ 自由記述とインタビュー結果（高意欲維持型） 

（Ｓ探） 

・自分の研究したいことを気が済むまで研究できて楽し

かった。・自分たちで研究を初めから終わりまで考えて

できるからすごくいいと思う。 

（研修・講演会） 

・東京大学や理化学研究所など最先端の施設や研究者の

方々と話をできたから・全国レベルの研究や最先端の研

究施設や研究者を見ることができたこと。講師の先生の

おかげでいろいろなことに興味を持つようになり、自分

で調べてみようと思えたから・英語に対する意欲が高ま

った。 

（科学部） 

異年齢集団との交流でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力が高まった。 

最先端の研究を間近に見たり先輩方と話せたこと。 

表４ 意欲が向上したＳＳＨ事業（高意欲維持型） 
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 高意欲であるが若干下降型 ２名の変容  

 この２名にインタビューした結果，ＳＳＨ行事には大変満足しているが，部活動とＳＳＨ行事参加の両立の

難しさ，サイエンス探究などの準備にかかる時間確保の難しさを挙げている。本校では科学部と他の部活動と

を兼ねることの困難さがあることが課題としてあげられる。このような生徒が，積極的にＳＳＨ行事に参加し

やすいシステムの在り方を研究していく必要を感じさせられた。 

〔評価のまとめと課題〕 

①コミュニケーション能力の向上  
 Ａ．英語コミュニケーションへの意識の向上 

 ４月に比較して２月では，英語コミュニケーション意識の項目の A・B 評価合計が普通科において 79%
から 82%へ，理数科において 78%から 86%に向上した。特に国際性の育成を目的として実施したSSH 創

立記念日講演会・SSH特別授業後のアンケートで英語および国際性に関係する項目のA・B評価合計が80%
を越えており，非常に効果が大きかったと考えられる。山間地域に立地する本校では，国際的に活躍する

人物との交流の機会が少ないことから，このような取組は今後も充実させる必要がある。 
理数科においては，英語科およびALT，連携先の岡山理科大学准教授の英語論文講座への協力により，２

年生課題研究で全員が論文のアブストラクトを英語で作成することができた。 
また，科学部で週一回の外国人英語指導者による英語指導を行った結果，英語による研究発表を外部で４

本（うち１年生２本），校内で２本（うち１年生１本）実施することができた。本報告書の段階では未実施

であるが，３月19日実施予定の１年生最終発表会でも２本の英語ポスターと１本の英語ステージ発表が実

施される予定である。 
 

 Ｂ．科学的コミュニケーション能力の向上 
 理数科において，４月と比較し２月では，プレゼンテーション能力（実験結果を口頭で説明することが

できる）の項目のA・B評価合計が，理数科では58%から 87%に，普通科では38%から 84%にそれぞれ大

幅に向上していた。学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」（普通科・理数科）での iPS 構想発表会，iPS
発表会Ⅰの２回の発表を経験して，生徒が大きく成長していることが示されている。 
科学部での取組を通し，外部大会での発表・交流会・合同研究などへの参加者が昨年度10名から24名に

増加，小中学生対象の科学ボランティア活動参加者も同じく 25名から26名に増加した。 
  
②探究心の向上 

１年生対象の意識調査を４月と２月で比較した結果，本校が設定した「探究心」の項目のうち，理数科

において「課題設定能力」が 53%から 61%に向上し，「論理的思考力」もわずかながら向上している。ま

た，学校設定科目「サイエンス探究Ⅰ」の科目アンケートでは「科学的見方・考え方の向上」が A・B 評

価合計で理数科 88%，学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」の科目アンケートでは「研究手法や仮説検

証の方法が身についた」の項目が普通科92%，理数科95%といずれも高率で，新規カリキュラムの成果が

表れている。また，科学部活動の取り組み拡大により，科学部における科学研究が前年度の３本から６本

に増加した。科学系コンテストでの入賞数も同じく４本から９本に向上している。 
  
③積極性の向上 

理数科において，４月と比較し２月では，「国際的視野」の項目が71%から 82%に向上した。また，「研

究や開発に携わりたい」の項目は理数科においてSSHの効果が顕著に表れ，55%から 85%と向上した。普

通科においても38%から46%に向上した。理数科においては，各種研修において，多くの研究施設を見学

し，研究者から話を伺う機会を設けたことが刺激となり，医歯薬・保健系志向や資格志向の生徒が，理数

の学習成果を積極的に生かす方向へ志望を変更している。特に「国際的な舞台で活躍したい」という生徒

が理数科では 59％という高率であった。また，これまで意欲が特に高い生徒の期待に応えるための取組が

十分でなかったが，今年度よりSEPによる研修を開始することで成果が上がっている。特に東京横浜研修

参加者では「研究への関心・意欲向上」がA・B評価合計 100％（A97%），「国際的研究活動への意欲」A・

B評価合計 93%（A評価63%）と非常に高い刺激を受けている。 
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第５章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及  

○研究開発実施上の課題 

１．普通科生徒への効果の向上 
 第４章・図２のとおり，普通科では入学時より「積極性」が後退し「探究心」が微減するなど，３観点

のうち２観点で目にみえるような成果が上がっていない。これは普通科でのSSH活動が「中学・高校での

理数離れ」や「高校での理数の難易度」を解消するまでには至っていないことを示しており，普通科での

取組の課題である。 

２．科学部活動の一層の活性化 
科学部を活用した指導は成果を上げつつあるが，全国規模のコンテストでの入賞はまだない。また，約７

割の科学部員が運動部等を兼ねており，その兼ね合いにより参加回数が限られている部員も多い。他の部と

両立させるための運営の工夫，科学部の魅力を向上させ科学部専属の部員を拡大することが必要である。あ

わせてより効果的な指導や，課題研究の指導力向上，大学教員との連携拡大なども必要である。 

３．校務分掌体制の確立 
JST 実施の教員アンケートからは，SSH 効果に関する項目において「増した」「やや増した」が 16 項目

中 11 項目で過半数を占める一方，「わからない」も 20～50％程度と多数を占めた。これは学年団が異なる

など，SSH参加生徒との接触が少ない教員へのSSH成果の周知が不足していることに起因していると考え

られる。特に「国際性」など生徒変容分析では生徒側は高得点をマークいるにも関わらず，JSTアンケート

では教員のプラス評価が50%に満たず，成果の認識が共有されていない。このような状況はSSH推進の障

害となる可能性もある。また，多忙化により教科指導への影響を危惧する声も聞かれる。生徒に対してSSH
の成果をさらに向上させていくためには，教員の共通理解が肝要であり，そのためには，SSH の成果の周

知共有と，SSH推進業務の分担の適正化，全教員がSSH活動に関わる体制作りが必要である。 

４．成果の周知 
JST実施の保護者アンケートの結果からは，SSH効果に関する項目において「増した」「やや増した」が

過半数を超える項目はほとんどなく，SSHへの参加機会が少なかった普通科の保護者の評価が低い。これは

学校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」や「SSH創立記念日講演会・特別授業」など普通科生徒にも大きな

効果のあった事業成果の効果的な広報ができていないことを示している。今後幅広く理解と協力を得ていく

ことがSSH事業の円滑な運営と成果向上のためには必須である。 

○今後の研究開発の方向・成果の普及 

１．２年次生での取組みの実施と１年次生での取組みの改善 
 学校設定科目「十六夜プロジェクトⅡ」「サイエンスリテラシーⅡ」「サイエンス探究Ⅱ」，SSH海外研修

など２年次生に対するSSHの取組みを新たに実施する。特に「サイエンス探究Ⅱ」で実施する課題研究の

充実に力を入れる。また，１年次生に対しては，普通科生徒も SSH に参加できる取組みを検討するなど，

今年度の活動内容を検証し，事業を改善していく。 

２．科学部活動の一層の活性化 
科学部の指導体制を再考し，研究活動をより機能的に指導する方策を整え，研究のレベルアップとコンテ

ストでの成績向上を目指す。 

３．校務分掌体制の改善 
研修の引率など，理数以外の教員も SSH 事業の推進により多く関わる体制を作る。また，業務分掌全体

の見直しを行い，校務の円滑な推進を図る。 

４．成果の普及 
課題研究中間発表会，課題研究発表会，iPS 発表会を外部公開することで，成果を普及する。美作サイエ

ンスフェアの開催，小中学校出前講座，津山洋学資料館実験講座，青少年のための科学の祭典への出展など

を通し，地域の子ども達への科学の啓蒙普及を行う。また，保護者に対しても SSH 通信等を通して事業成

果を発信し，SSH活動とその効果についての理解を高める。 
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第１回 SSH 運営指導委員会 議事録要約 

氏    名 役 職 所            属 職  名 

井上   信 

赤松 一樹 

山本 啓司 

光嶋   勲 

高橋 純夫 

野瀬 重人 

下山   勲 

後藤  顕一 

太田  秀穂 

中井  充 

委員長 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

委 員 

立命館大学 SR センター   

岡山県教育庁指導課  

就実大学薬学部 

東京大学医学部附属病院 

岡山大学理学部生物学科 

岡山理科大学理学部応用物理学科 

東京大学 IRT 研究機構 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 

ベネッセ教育研究開発センター 

美咲町立中央中学校 

顧問 

総括参事 

教授 

副院長 

理学部長・教授 

特任教授 

機構長・教授 

総括研究官 

学校教育調査室長 

校長 

 
【実施日】：平成 24 年７月５日(木)  13：00～15：00   【場  所】：津山高等学校 会議室  
 

委員から SSH による学

校設定科目の時間をどの

ように確保しているのか質

問が出された。これに対し，

学校担当者から SSH によ

る教育課程の特例措置の

活用や具体的な配当時間

数について説明がなされ

た。この件については，特例措置により基礎学力に影響が及ばないように要望が出された。 
次に理数科の活動について生徒がどのように取り組んでいるか質問が出され，担当者が生徒の意欲や

進路志望状況について報告した。さらに課題研究に対し，テーマ設定の方法や，個人研究とグループ研

究のそれぞれのメリット，デメリットなどについて各委員から貴重な意見と助言をいただいた。これらの助言

は今年度の課題研究に生かされ，研究のレベルアップにつなげることができた。また，１年生で開設した学

校設定科目「十六夜プロジェクトⅠ」で行う研究の内容について質問が出され，担当者から詳しい説明が

なされた。 
 課題研究に関連し，SSH では突出したタイプ成果の個人の能力をいかにして伸ばすべきか，活発な議

論が行われた。この中で，個人研究の特性を生かすことや，評価方法について多くの示唆に富んだ意見

が出された。特に評価については，全体のアベレージの変化を評価する以外に，個人の変容を記録し追

跡と分析をすることも重要である，評価とは生徒をラベリングすることが目的ではなく，生徒の励みにもつな

がる必要がある，などの今後の事業の方向性を示されるなどの助言もあった。あわせて，他の SSH 校の評

価方法の先行事例も紹介された。 
 最後に，生徒の資質を伸ばすにあたり，指導者の果たす役割の重要性，本校で目指す生徒の資質等に

ついて意見交換を行い，第１回の運営指導委員会を終了した。 

第２回 SSH 運営指導委員会 

【予定実施日】 ：平成 25 年３月 19 日（火）  
         
【予 定 内 容】   12:30 ～ 13:25  ｉＰＳ発表会Ⅱ ステージ発表   (100 周年記念館) 

13:35 ～ 14:20  ｉＰＳ発表会Ⅱ ポスター発表   (体 育 館) 
14:30 ～ 16:00  第２回ＳＳＨ運営指導委員会   (会 議 室) 
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平成24年度入学（１年生）　教育課程編成表

国語表現Ⅰ 2 ｢国語総合｣

国語表現Ⅱ 2 △ 2 △ 2 △ 2
国語総合 4 5 5
現代文 4 2 3 2 2 2 2
古典 4 4 3 3 2 2 2
古典講読 2 ○ 2 ○ 1
世界史Ａ 2 2 2
世界史Ｂ 4 3 ♯ 4

△ 2
日本史Ａ 2
日本史Ｂ 4 ♯ 3 ♯ 4 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3

△ 2 △ 2 △ 2
地理Ａ 2
地理Ｂ 4 ♯ 3 ♯ 4 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3 ♯ 3

△ 2 △ 2 △ 2
現代社会 2 2 2 △ 2 2 △ 2 ｢現代社会｣

倫理 2 △ 2
政治経済 2
数学Ⅰ 3 3 ｢数学Ⅰ｣

数学Ⅱ 4 1 4 3 3
数学Ⅲ 5 1 4
数学Ａ 2 2
数学Ｂ 2 2 2 3
数学活用 2
*数学総合 2 ○ 2
*数学探究 3 3
物理基礎 2 2
物理 4 ◆ 4 ◆ 3
化学基礎 2 2 2 2
化学 4 2 5
生物基礎 2 2 1
生物 4 ◆ 4 ◆ 3
*理科探究 2 2
*物理探究 2 △ 2
*化学探究 2 △ 2
*生物探究 2 △ 2

保健 体育 7～8 3 2 2 2 2 3 2 2 ｢体育｣及び｢保健｣

体育 保健 2 1 1 1 ※ 1
音楽Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
音楽Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
音楽Ⅲ 2 ○ 2 △ 2
美術Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
美術Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
美術Ⅲ 2 ○ 2 △ 2
書道Ⅰ 2 ◎ 2 ◎ 2
書道Ⅱ 2 ◎ 1 ◎ 1
書道Ⅲ 2 ○ 2
ｵｰﾗﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 2 2
英語Ⅰ 3 4 3
英語Ⅱ 4 4 4 3
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 4 4 3 3
ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 4 2 2 2 2 2 2

家庭 家庭基礎 2 2 2 ｢家庭基礎｣

情報 情報Ａ 2 1※ 1※ ｢情報Ａ｣

Ｃ　普通科目単位数計 32 31 29 ～33 33 31 ～33 20 15 16 ～19
理数数学Ⅰ 4～7 4
理数数学Ⅱ 9～13 2 4 4
理数数学特論 2～7 3 ○ 3
理数物理 2～12 2 ◆ 4 ◆ 4
理数化学 2～12 1 5 4
理数生物 2～12 2 ◆ 4 ◆ 4
課題研究 2～6 ※
*理数物理探究 2 △ 2
*理数化学探究 2 △ 2
*理数生物探究 2 △ 2

音楽 音楽理論 2～8 △ 2 △ 2
美術 素描 2～16 △ 2 △ 2

英語理解 4～10 ○ 2 △ 2 △ 2
異文化理解 2～6 2
時事英語 2～6 ○ 2 ○ 2
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅠ(iPⅠ) 1 1 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ(iPⅡ) 1 1 1
*十六夜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅢ(iPⅢ) 1 1 1
*ｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰⅠ(ＳＬⅠ) 1 1 1
*ｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰⅡ(ＳＬⅡ) 1 1
*サイエンス探究Ⅰ 1 1
*サイエンス探究Ⅱ 2 2
*サイエンス探究Ⅲ 1 1

Ｄ　専門科目単位数計 2 3 1 ～5 1 1 ～3 14 19 15 ～18
Ｅ　特別活動（ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動時数 3 1 1 1 1 1 1 1 1
Ｆ　総合的な学習 3～6 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
Ｃ+Ｄ+Ｅ+Ｆ　週当たり授業時数計 35 35 35 35 35 35 35 35

国
語

地
理
歴
史

公
民

数
学

理
科

芸
術

外
国
語

理
数

英
語

サ
イ
エ
ン
ス

｢ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ｣及
び｢英語Ⅰ｣から１科目

｢音楽Ⅰ｣｢美術Ⅰ｣｢書道
Ⅰ｣のうちから１科目

｢理数数学Ⅰ｣｢理数数学
Ⅱ｣｢理数物理｣｢理数化学｣
｢理数生物｣並びに｢課題研
究｣

｢世界史Ａ」もしくは｢世界史
Ｂ｣のうちから１科目，並び
に｢日本史Ｂ｣もしくは｢地理
Ｂ｣のうちから１科目

A A A

単
位
数

｢物理基礎｣｢化学基礎｣及
び｢生物基礎｣

理数科

必履修科目等

共通 人文コース 自然ｺｰｽ 共通 共通 共通

第１学年 第１学年 第２学年 第３学年

単
位
数

単
位
数

単
位
数

単
位
数

教
科

科
目

標
準
単
位
数

普通科

第２学年 第３学年 第２学年 第３学年

単
位
数

単
位
数

A A A A A

単
位
数
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備考
以下，普通科用

以下，理数科用

・※ＳＳＨによる教育課程の特例により，「総合的な学習の時間」３単位(各学年１単位)、｢課題研究｣２単位(２年次)を０単位に減じ，
　内容は「十六夜プロジェクトⅠ」および  「サイエンス探究Ⅰ～Ⅲ」で扱う。
・※ＳＳＨによる教育課程の特例により，「情報Ａ｣２単位を１単位に減じ，内容は「サイエンスリテラシーⅠ」で扱う。
・※ＳＳＨによる教育課程の特例により，「保健」２単位のうち，第１学年の１単位を０単位に減じ，内容は「サイエンス探究Ⅰ～Ⅱ」で扱う。

・地理歴史において，第３学年自然コースの｢地理歴史Ｂ｣(♯印)は，第２学年で履修した科目と同じ科目を履修する。
・理数において，第１学年では｢理数数学Ⅰ｣の後に｢理数数学Ⅱ｣を履修する。
・理数において，第２学年、第３学年の「理数理科」（◆印）は、同一科目を継続履修とする。
・第１～３学年の｢理数数学Ⅱ｣，第２～３学年の「現代文」「古典」「ライティング」は継続履修とする。
・第３学年において，○印の選択科目では，｢理数数学探究｣もしくは｢古典講読｣｢時事英語｣のいずれかを選択する。
・＊印の科目は学校設定科目である。

・※ＳＳＨによる教育課程の特例により，「情報Ａ｣２単位を１単位に減じ，内容は「サイエンスリテラシーⅠ」で扱う。

・卒業に必要な修得単位数（８６）単位　　在学中の履修可能単位数（１０２）単位

・数学において，第１学年では｢数学Ⅰ｣の後に｢数学Ⅱ｣を，第２学年自然コースでは｢数学Ⅱ｣の後に｢数学Ⅲ｣を履修する。
・地理歴史において，第３学年人文コースの｢地理歴史Ｂ｣(♯印)は，第２学年で履修した科目と同じ科目をいずれか１科目履修する。
・地理歴史において，第３学年自然コースの｢地理歴史Ｂ｣(♯印)は，第２学年で履修した科目と同じ科目を履修する。
・理科において第２学年自然コースでは「化学基礎」の後に「化学」を履修する。
・理科において，第３学年の｢理科｣(◆印)は，第２学年で履修した科目(◆印)と同じ科目を履修する。
・第１学年，第２学年の「数学Ⅱ」,及び第２学年、第３学年の｢現代文｣「古典」｢数学Ⅲ｣｢ライティング｣は継続履修とする。
・＊印の科目は学校設定科目である。
・※ＳＳＨによる教育課程の特例により，「総合的な学習の時間」３単位(各学年１単位)を０単位に減じ，内容は「十六夜プロジェクトⅠ～Ⅲ」で扱う。
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新聞記事 

2012 年 9 月 10 日(月) 津山朝日新聞 
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2012 年８月５日(日)  山陽新聞 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2012 年 11 月１日(木) 山陽新聞               2012 年 10 月 26 日(金) 山陽新聞 
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ＳＳＨ１期生は  こんなことをやってきました！ 
★ほんの一例です。 

４月 
●サイエンス探究Ⅰ授業スタート 

●ウシガエルの解剖
にチャレンジ 

（自然保護センター） 

●土星,金星を観察 
（竜天天文台公園） 

仲間と共に夢の実現 

●サイエンスイングリッシュキャンプ 

 in 倉見 

●「ハーバード 日本史白熱教室」著者 
北川智子先生による 

理数科クラス特別授業 

-DNA 抽出実習 

（日本科学未来館） 

●ＳＳＨ地球環境コース 

  研修（鳥取大学演習林） 

● SSH 食品科学 発酵食品実習 

● 東大教授による医学セミナーⅠ

Ⅰ 

●ＳＳＨ生命科

学コース研修 

（ 福 山 大 学 

生命工学部） 

５月 ６月～７月 ８月 

10 月 12 月 １月 

サイエンス探究 I 
進行中！ 

●ＳＳＨ博物館館研修 

（つやま自然のふしぎ館） 

 

●理数科課題研究発表会見学 

（津山高校百周年記念館）  

２月～３月 

スターリングエンジン製作 

● 阪大工学部訪問 

●  東大教授による 

  医学セミナーⅡ 

 

 

●ＳＳＨ東京 横浜研修-

全国発表会 
-東大医学部訪問 

-理化学研究所訪問 

 

●ＳＳＨ臨海実習 

In 白石島 

 

夏休みも行事がいっぱい 
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